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自
治
体
文
化
政
策
へ
の
国
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

―
「
劇
場
法
」
制
定
の
影
響
を
中
心
に
―

酒

井

智

美

は
じ
め
に
―
問
題
の
所
在

自
治
体
の
文
化
政
策
に
関
し
て
、
法
律
レ
ベ
ル
で
は
、
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
（
二
〇
〇
一
年
制
定
）
が
あ
り
、
自
治
体
の
文
化
政
策

に
一
応
の
影
響
を
与
え
て
き
た
。
し
か
し
、
公
立
文
化
ホ
ー
ル

（
1
）に

関
し
て
は
、
社
会
教
育
法
、
博
物
館
法
、
図
書
館
法
に
見
ら
れ
る
よ
う

な
個
別
の
事
業
や
専
門
職
員
の
資
格
を
規
定
す
る
法
律
が
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

こ
う
し
た
法
律
規
定
の
欠
如
に
対
し
、
そ
れ
を
改
善
す
べ
く
運
動
す
る
人
々
が
い
て
、
二
〇
一
二
年
に
「
劇
場
、
音
楽
堂
等
の
活
性
化

に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、「
劇
場
法
」
と
い
う
。）
が
第
一
八
〇
回
国
会
に
お
い
て
成
立
し
て
い
る
。
こ
の
法
律
は
い
わ
ゆ
る
議
員
立
法
で
、

先
に
参
議
院
側
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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こ
の
法
律
は
、
の
ち
に
触
れ
る
よ
う
に
、
地
方
自
治
体
の
文
化
政
策
、
な
か
ん
ず
く
公
立
文
化
ホ
ー
ル
の
あ
り
方
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

本
稿
で
は
、
第
一
に
、
こ
の
法
律
の
理
念
が
ど
の
よ
う
な
背
景
か
ら
出
て
き
て
い
る
の
か
を
、
法
律
制
定
以
前
の
議
論
、
特
に
こ
の
法

律
案
の
策
定
に
力
を
発
揮
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
平
田
オ
リ
ザ
の
主
張
を
追
う
こ
と
で
明
ら
か
に
す
る
。
第
二
に
、
議
員
立
法
で
成
立

し
た
「
劇
場
法
」
案
を
巡
る
国
会
で
の
議
論
を
振
り
返
っ
て
み
る
。
第
三
に
、「
劇
場
法
」
の
内
容
を
、
特
に
中
央
・
地
方
関
係
に
関
す
る

部
分
を
中
心
に
明
ら
か
に
す
る
。
第
四
に
、
こ
の
法
律
制
定
後
現
在
ま
で
、「
劇
場
法
」
が
自
治
体
文
化
政
策
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
の
か
を
、
自
治
体
の
文
化
芸
術
振
興
関
係
の
条
例
の
制
定
・
改
正
や
指
針
・
計
画
等
の
策
定
・
改
訂
状
況
か
ら
探
る
。
そ
の
結

果
、「
劇
場
法
」
の
理
念
や
目
論
見
が
自
治
体
に
普
及
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
の
で
、
第
五
に
、
な
ぜ
自
治
体

へ
の
普
及
が
進
ん
で
い
な
い
の
か
に
つ
い
て
、
以
下
の
三
つ
の
仮
説
を
提
示
し
、
検
討
を
行
う
。
す
な
わ
ち
、

仮
説
1
：
分
権
改
革
に
よ
り
自
治
体
が
独
自
判
断
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

仮
説
2
：
政
策
形
成
過
程
に
お
い
て
推
進
者
と
関
係
者
と
の
間
の
思
惑
に
乖
離
が
あ
っ
た
。

仮
説
3
：
民
主
党
政
権
下
で
の
法
制
定
で
あ
っ
た
の
で
、
自
民
党
へ
の
政
権
交
代
と
と
も
に
、
中
央
政
府
の
熱
意
が
薄
れ
た
。

こ
れ
ら
の
仮
説
の
ど
れ
が
も
っ
と
も
説
明
力
が
強
い
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
逆
に
こ
れ
ら
の
仮
説
の
相
乗
効

果
と
し
て
、「
劇
場
法
」
が
地
方
自
治
体
に
影
響
力
を
持
っ
て
い
な
い
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
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一
「
劇
場
法
」
制
定
ま
で
の
動
き

（
一
）
芸
団
協
の
提
案

「
劇
場
法
」
制
定
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
思
わ
れ
る
、
公
益
社
団
法
人
日
本
芸
能
実
演
家
団
体
協
議
会
（
以
下
「
芸
団
協
」
と
い

う
）
の
主
張
を
ま
ず
は
振
り
返
っ
て
み
よ
う

（
2
）。

「
地
方
自
治
法
」（
昭
和
二
二
年
四
月
一
七
日
法
律
第
六
七
号
）
二
四
四
条
は
、「
住
民
の
福
祉
を
増
進
す
る
目
的
を
も
つ
て
そ
の
利
用
に

供
す
る
た
め
の
施
設
」
と
し
て
公
の
施
設
を
地
方
自
治
体
が
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
公
の
施
設
は
自
治
体
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
施

設
が
設
置
さ
れ
、
管
理
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
公
民
館
、
図
書
館
、
博
物
館
に
つ
い
て
は
、
法
律
に
設
置
根
拠
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。
公
民
館
に
つ
い
て
は
、「
社
会
教
育
法
」（
昭
和
二
四
年
法
律
第
二
〇
七
号
）
第
五
章
に
設
置
根
拠
や
施
設
の
あ
り
方
を

定
め
、
第
三
五
条
で
は
、
公
民
館
の
施
設
そ
の
他
に
要
す
る
経
費
を
国
が
補
助
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
公
立
図
書
館
に
つ
い
て
は
、

「
社
会
教
育
法
」
の
精
神
を
基
礎
に
お
い
た
「
図
書
館
法
」（
昭
和
二
五
年
四
月
三
〇
日
法
律
第
一
一
八
号
）
が
第
二
章
で
設
置
根
拠
を
定

め
、
第
一
三
条
で
は
「
公
立
図
書
館
に
館
長
並
び
に
当
該
図
書
館
を
設
置
す
る
地
方
公
共
団
体
の
教
育
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
専
門
的

職
員
、
事
務
職
員
及
び
技
術
職
員
を
置
く
」
と
し
て
い
る
。
図
書
館
の
専
門
的
職
員
で
あ
る
司
書
、
司
書
補
の
資
格
に
つ
い
て
も
「
図
書

館
法
」
が
定
め
て
い
る
。
図
書
館
法
第
二
〇
条
で
は
、
図
書
館
の
施
設
そ
の
他
に
要
す
る
経
費
を
国
が
補
助
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

公
立
博
物
館
に
つ
い
て
も
同
様
に
、「
社
会
教
育
法
」
の
精
神
に
基
礎
を
お
い
た
「
博
物
館
法
」（
昭
和
二
六
年
一
二
月
一
日
法
律
第
二
八

五
号
）
が
第
三
章
で
設
置
根
拠
を
定
め
て
い
る
。
同
法
第
四
条
で
は
、
博
物
館
は
専
門
的
職
員
と
し
て
学
芸
員
等
を
置
く
こ
と
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。
第
二
四
条
で
施
設
そ
の
他
に
要
す
る
経
費
を
国
が
補
助
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
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と
こ
ろ
が
、
自
治
体
が
設
置
す
る
公
の
施
設
の
一
つ
で
あ
る
公
立
文
化
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
個
別
法
律
が
存
在
し
な
い
こ

と
を
も
っ
て
公
立
文
化
ホ
ー
ル
の
質
の
保
証
に
な
っ
て
い
な
い
と
す
る
議
論
が
、
芸
団
協
な
ど
か
ら
な
さ
れ
て
き
て
い
た

（
3
）。

公
立
文
化

ホ
ー
ル
は
実
演
芸
術
の
創
造
、
公
演
、
普
及
、
教
育
を
行
う
機
関
と
の
認
識
を
一
般
住
民
に
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
実
演
芸
術
の
振

興
発
展
を
阻
害
す
る
一
因
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
国
が
先
導
し
て
「
劇
場
・
音
楽
堂
」
の
目
的
や
機
能
を
明
確
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
す
る

（
4
）。

「
劇
場
法
」
は
、
芸
団
協
等
の
芸
術
団
体
が
、
二
〇
〇
九
年
の
文
部
科
学
省
政
策
会
議
に
お
い
て
提
言
し
た
「
社
会
の
活
力
と
創
造
的
な

発
展
を
つ
く
り
だ
す
劇
場
法
（
仮
称
）
の
提
言
」
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る

（
5
）。

芸
団
協
等
は
、
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
に
盛
り
込
ま
れ
た

文
化
芸
術
の
も
つ
責
任
と
指
針
を
具
体
化
す
る
た
め
に
こ
の
法
案
を
提
言
し
た
。
そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
実
演
芸
術
を
基
に
し
た
文
化

芸
術
振
興
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る

（
6
）。

芸
団
協
は
、
二
〇
〇
一
年
の
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
（
平
成
一
三
年
一
二
月
七
日
法
律
第
一
四
八
号
）
の
制
定
後
、
実
演
芸
術
の
活
性

化
を
推
進
す
る
た
め
、
公
立
文
化
施
設
を
「
劇
場
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
た
め
の
研
究
会
を
行
っ
て
き
た

（
7
）。

こ
の
研
究
会
は
、「『
劇
場
』

を
、
国
民
が
等
し
く
舞
台
芸
術
を
享
受
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
社
会
的
装
置
と
し
て
整
備
し
位
置
づ
け
て
い
く
た
め
、
法
的
基
盤
を

整
え
る
必
要
性
が
あ
る
」
と
す
る
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
『
劇
場
事
業
法
（
仮
称
）
の
提
案
―
舞
台
芸
術
の
振
興
の
た
め
に
「
劇
場
」
の

基
盤
整
備
を
』
を
二
〇
〇
二
年
に
提
言
し
て
い
た

（
8
）。

以
降
、
芸
団
協
で
は
二
〇
〇
九
年
三
月
ま
で
合
計
四
回
に
渡
り
「
劇
場
法
」
に
向
け
た
提
言
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
法
制
化
の
動
き

は
、「
い
わ
ゆ
る
平
成
の
大
合
併
に
よ
り
市
町
村
合
併
が
進
み
、
さ
ら
に
指
定
管
理
者
制
度
が
導
入
さ
れ
公
共
施
設
の
採
算
を
重
視
し
た
運

営
が
強
ま
っ
た
こ
と
で
、
公
共
ホ
ー
ル
で
の
主
催
事
業
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
―
実
演
芸
術
の
鑑
賞
機
会
提
供
の
減
少
―
へ
の
危
機

感
」
も
あ
っ
た
と
い
う

（
9
）。
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「
劇
場
法
」
の
目
標
は
、
芸
団
協
の
提
言
に
よ
れ
ば

（
10
）、「

全
国
に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
核
と
な
る
実
演
芸
術
の
創
造
、
鑑
賞
、
参
加

の
拠
点
を
創
り
だ
す
こ
と
」
で
あ
り
、「
二
〇
〇
〇
近
く
あ
る
と
言
わ
れ
る
公
立
文
化
施
設
の
中
か
ら
二
〇
〇
劇
場
・
音
楽
堂
を
、
実
演
芸

術
の
拠
点
と
し
」、「
劇
場
・
音
楽
堂
に
は
、
経
営
、
芸
術
、
技
術
の
専
門
家
が
配
置
さ
れ
、
提
携
す
る
芸
術
団
体
や
専
属
芸
術
団
体
を
擁

す
る
拠
点
を
形
成
」し
、「
そ
の
担
う
機
能
の
重
点
に
よ
り

創
造
型
／
鑑
賞
機
会
提
供
型
に
区
分
」す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、

「
二
〇
〇
の
劇
場
・
音
楽
堂
と
芸
術
団
体
が
、
芸
術
体
験
機
会
を
提
供
す
る
二
〇
〇
〇
の
地
域
施
設
や
芸
術
集
団
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形

成
し
、
人
材
、
作
品
な
ど
の
文
化
芸
術
資
源
を
育
成
し
、
広
域
的
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
」
で
あ
る
と
す
る
。

実
演
芸
術
の
創
造
、
公
演
、
普
及
、
教
育
を
行
う
機
関
に
な
る
た
め
に
は
、
専
門
人
材
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
り
、
専
門
人
材
は
行
政

職
で
は
な
く
実
演
芸
術
業
界
等
か
ら
人
材
を
求
め
、
か
つ
育
成
し
、
配
置
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、「
文
化
芸
術
を
涵
養
す
る
専

門
人
材
の
全
国
的
な
雇
用
創
出
」
に
な
る
。
専
門
人
材
が
「
劇
場
・
音
楽
堂
」
を
運
営
す
る
こ
と
で
、
企
画
が
充
実
し
経
営
努
力
も
行
わ

れ
、
事
業
の
充
実
が
進
む
が
、
同
時
に
事
業
を
進
め
る
た
め
に
は
「
地
方
公
共
団
体
だ
け
で
な
く
国
の
予
算
に
よ
る
支
援
を
拡
大
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
も
主
張
さ
れ
て
い
た

（
11
）。

こ
れ
は
、
文
化
芸
術
事
業
は
「
地
域
社
会
の
革
新
と
共
同
体
の
形
成
、
豊
か
な
発
展
を
図
る
」
公
共
投
資
で
あ
り
、
全
国
的
な
「
劇
場
・

音
楽
堂
」
の
整
備
は
「
経
済
面
か
ら
み
る
と
、
雇
用
創
出
と
生
き
甲
斐
を
味
わ
う
活
動
に
よ
る
内
需
の
自
律
的
な
拡
大
を
進
め
る
も
の
」

で
あ
る
か
ら
だ
と
い
う
の
が
芸
団
協
の
論
理
で
あ
る

（
12
）。

つ
ま
り
、
公
立
文
化
施
設
の
一
部
を
「
音
楽
堂
・
劇
場
」
と
い
う
機
関
と
設
定
し
、
専
門
家
に
よ
り
施
設
の
管
理
や
事
業
の
運
営
を
行

い
、
国
と
自
治
体
が
公
共
投
資
と
し
て
予
算
を
増
額
す
る
こ
と
で
、
実
演
芸
術
業
界
の
雇
用
を
増
や
し
、
国
民
が
事
業
を
享
受
す
る
こ
と

で
内
需
拡
大
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
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（
二
）
政
権
交
代
の
影
響

二
〇
〇
九
年
の
総
選
挙
に
よ
り
成
立
し
た
民
主
党
政
権
で
は
、「
芸
術
立
国
論
」
を
提
案
す
る
劇
作
家
の
平
田
オ
リ
ザ
が
内
閣
官
房
参
与

と
な
っ
た
。
ま
た
、「
民
主
党
政
策
集
IN
D
EX
2009」
に
お
い
て
も
「
芸
術
文
化
に
よ
る
社
会
の
活
力
と
創
造
的
な
発
展
を
促
す
た
め
の

法
整
備
を
検
討
し
、
演
劇
、
音
楽
、
舞
踊
、
演
芸
、
伝
統
芸
能
な
ど
の
実
演
芸
術
の
創
造
、
公
演
、
普
及
、
人
材
育
成
を
促
進
し
ま
す
」

と
記
さ
れ
て
い
た

（
13
）。

加
え
て
、
文
化
庁
で
は
文
化
芸
術
振
興
の
第
三
次
基
本
方
針
の
見
直
し
が
始
ま
り
、
舞
台
芸
術
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
で
芸
団
協
の
提
言
と
同
様
の
方
向
性
が
打
ち
出
さ
れ
、
内
閣
提
案
で
の
立
法
の
可
能
性
が
生
じ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
民
主
党
・
自
民
党
・

公
明
党
そ
れ
ぞ
れ
に
芸
術
振
興
に
関
す
る
動
き
が
あ
り
、
超
党
派
の
議
員
に
よ
る
議
員
立
法
の
可
能
性
も
あ
っ
た

（
14
）。

こ
の
よ
う
な
状
況
か

ら
、
公
立
文
化
ホ
ー
ル
を
「
劇
場
」
と
位
置
づ
け
る
法
整
備
、
す
な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
「
劇
場
法
」
の
成
立
に
向
け
た
動
き
が
進
む
こ
と

が
、
芸
団
協
や
舞
台
芸
術
関
係
者
に
は
期
待
さ
れ
て
い
た
。

以
下
、
平
田
オ
リ
ザ
の
「
芸
術
立
国
論
」
を
概
観
し
て
み
よ
う
。

（
三
）
平
田
オ
リ
ザ
の
「
芸
術
立
国
論
」

二
〇
〇
九
年
の
政
権
交
代
に
よ
り
、
劇
作
家
で
あ
り
演
出
家
の
平
田
オ
リ
ザ
が
内
閣
官
房
参
与
と
な
っ
た
。「
劇
場
法
」
の
制
定
に
お
い

て
は
、
平
田
オ
リ
ザ
が
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る

（
15
）。

平
田
の
「
劇
場
法
」
に
関
す
る
具
体
的
提
案
を
見
る
前
に
、
平
田
が
劇
場
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
、
平
田
の
「
芸
術
立
国
論
」
に
注
目
し
て
概
観
し
た
い

（
16
）。

平
田
は
、
公
設
か
私
設
か
、
官
営
か
民
営
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
人
と
の
出
会
い
を
約
束
す
る
開
か
れ
た
芸
術
空
間
の
み
を
、
公
共
の
場

と
し
て
の
「
劇
場
」
と
定
義
し
た
う
え
で
、
日
本
各
地
に
林
立
す
る
公
立
文
化
会
館
を
似
非
劇
場
空
間
で
あ
る
と
糾
弾
し
、
日
本
の
各
地
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に
、
い
ま
だ
に
建
ち
続
け
る
公
立
の
文
化
会
館
は
、「
公
共
」
の
名
に
値
し
な
い
建
築
物
で
あ
る
と
い
う
。

こ
れ
を
改
善
す
る
に
は
、「
現
代
社
会
を
生
き
る
私
た
ち
は
、
や
は
り
人
為
的
に
『
新
し
い
広
場
』
を
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
」
る
と
い

う
。「
劇
場
、
美
術
館
、
音
楽
ホ
ー
ル
と
い
っ
た
施
設
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
現
代
の
広
場
な
の
だ
」
と
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
出
会
い
の

広
場
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
劇
場
、
美
術
館
、
音
楽
ホ
ー
ル
と
い
っ
た
芸
術
施
設
は
、「
交
流
・
発
信
の
機
能
を
有
し
な
い
か
ぎ
り
、

本
当
の
『
出
会
い
の
広
場
』
に
は
、
な
り
得
な
い
」
と
す
る
。
そ
の
上
で
、「
こ
の
目
に
見
え
な
い
広
場
作
り
に
、
い
か
に
有
効
に
限
ら
れ

た
財
源
を
投
下
し
て
い
く
か
が
、
今
後
の
地
方
自
治
体
の
在
り
方
を
決
定
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
。

そ
し
て
、「
万
人
に
必
要
な
も
の
だ
が
、
そ
の
必
要
の
度
合
い
も
方
向
性
も
、
て
ん
で
ん
ば
ら
ば
ら
に
な
る
と
い
う
」
矛
盾
を
抱
え
な
が

ら
も
、「
ど
う
に
か
公
共
性
と
芸
術
性
の
重
な
る
隘
路
を
軽
や
か
に
す
り
抜
け
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

「
市
場
原
理
だ
け
に
任
せ
て
お
け
ば
、
た
く
さ
ん
の
劇
場
が
あ
る
大
都
市
の
住
民
に
だ
け
演
劇
鑑
賞
の
機
会
が
保
証
さ
れ
る
」
社
会
的
な
不

公
平
が
生
ま
れ
る
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、「
政
府
は
、
今
後
予
想
さ
れ
る
、
大
き
な
産
業
構
造
の
変
化
に
備
え
て
、
す
べ
て
の
国
民
に
、

芸
術
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
湯
水
の
ご
と
く
与
え
て
お
く
責
務
が
あ
」
り
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
自
治
医
大
に
な
ら
っ
た
「
自
治

芸
術
大
学
」
を
構
想
す
べ
き
だ
と
す
る
。

（
四
）
平
田
オ
リ
ザ
の
「
劇
場
法
」
に
関
す
る
提
案

以
上
の
よ
う
に
平
田
は
、
産
業
構
造
の
変
化
に
備
え
た
芸
術
文
化
振
興
の
必
要
性
と
、
そ
の
振
興
を
行
う
た
め
の
劇
場
空
間
の
必
要
性

を
訴
え
て
い
る
。
平
田
に
よ
れ
ば
、
劇
場
空
間
こ
そ
が
新
し
い
出
会
い
の
広
場
な
の
で
あ
り
、
全
国
各
地
に
林
立
す
る
公
立
文
化
ホ
ー
ル

は
「
劇
場
」
と
は
異
な
る
「
公
共
」
の
名
に
値
し
な
い
建
築
物
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

こ
う
し
た
見
方
に
従
い
平
田
は
、
フ
ラ
ン
ス
や
韓
国
で
芸
術
が
国
の
重
要
産
業
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
日
本
に
お
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い
て
も
そ
う
し
た
拠
点
づ
く
り
の
た
め
に
「
劇
場
法
」
の
早
期
の
制
定
を
提
唱
し
た
、
と
朝
日
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
い
る

（
17
）。

平
田
オ
リ
ザ
は
、「
劇
場
法
」
に
つ
い
て
、
芸
団
協
よ
り
も
さ
ら
に
芸
術
振
興
を
強
化
す
る
立
場
で
発
言
を
行
っ
て
い
る
。
以
下
に
、
平

田
の
ブ
ロ
グ
で
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も
と
に
、
平
田
の
考
え
る
「
劇
場
法
」
を
概
観
し
て
み
よ
う

（
18
）。

平
田
は
、「
劇
場
法
」
に
つ
い
て
は
、「
何
一
つ
決
ま
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
の
構
想
と
言
う
よ
り
は
、
理
想
で
す
。」
と
表
明

す
る
。
文
化
行
政
担
当
の
内
閣
官
房
参
与
と
し
て
、「
何
の
権
力
も
、
何
の
決
定
権
も
持
ち
ま
せ
ん
が
、
政
府
の
中
枢
に
あ
っ
て
、
様
々
な

政
策
を
提
言
で
き
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
」
を
活
用
し
、「
そ
の
二
割
か
三
割
で
も
、
実
現
で
き
る
可
能
性
が
出
て
き
ま
し
た
。
私
は
そ
の
可
能
性

に
賭
け
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
希
望
す
る
。

「
劇
場
法
」
に
つ
い
て
の
平
田
の
構
想
の
目
新
し
さ
は
、
全
国
の
公
立
文
化
ホ
ー
ル
を
、「
一
〇
〇
か
ら
二
〇
〇
の
創
造
拠
点
、
す
な
わ

ち
作
品
を
『
創
る
劇
場
』」
と
、「
地
域
性
（
離
島
な
ど
）
も
考
慮
し
、『
創
る
劇
場
』
と
連
携
し
て
創
作
作
品
な
ど
の
鑑
賞
を
促
進
す
る
『
観

る
劇
場
』」、「
そ
の
他
の
二
〇
〇
〇
あ
ま
り
の
公
共
ホ
ー
ル
は
、
地
域
に
密
着
し
た
文
化
・
交
流
施
設
と
位
置
づ
け
る
」
と
す
る
と
こ
ろ
に

あ
る

（
19
）。

「
劇
場
法
」
の
対
象
範
囲
は
全
国
の
公
共
ホ
ー
ル
と
し
た
上
で
、
最
終
的
に
は
二
〇
〇
程
度
の
「
創
る
劇
場
」
を
「
創
造
拠
点
」
と
し
て

設
定
し
、「
創
る
劇
場
」
に
は
「
国
家
か
ら
潤
沢
な
資
金
を
支
援
し
、
公
共
財
と
な
る
作
品
づ
く
り
＝
創
造
活
動
に
重
き
を
お
く
と
同
時
に
、

県
立
劇
場
、
音
楽
堂
な
ど
に
は
、
県
下
の
市
町
村
の
施
設
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
支
援
も
行
う
よ
う
に
責
務
を
課
」
す
と
す
る

（
20
）。

「
創
る
劇
場
」
で
制
作
し
た
作
品
は
、
当
該
劇
場
で
上
演
す
る
が
、
評
判
の
良
い
作
品
に
つ
い
て
は
、
別
の
「
創
る
劇
場
」
に
買
い
取
ら

れ
て
上
演
さ
れ
た
り
、「
観
る
劇
場
」
を
巡
回
公
演
す
る
な
ど
に
な
る
の
で
、「
結
果
と
し
て
、
初
期
投
資
を
長
い
ス
パ
ン
で
回
収
す
る
可

能
性
」
が
生
じ
る
と
説
明
す
る

（
21
）。

ま
た
、
制
作
に
あ
た
っ
て
の
公
的
助
成
は
、
こ
れ
ま
で
直
接
劇
団
に
支
援
さ
れ
て
き
た
が
、
公
的
助
成
は
「
創
る
劇
場
」
に
集
中
さ
せ
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る
と
し
て
い
る

（
22
）。

劇
団
へ
は
、
劇
場
と
劇
団
の
共
同
制
作
や
劇
団
へ
の
制
作
委
託
、
レ
ジ
デ
ン
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
制
度
な
ど
に
よ
り
、
間
接

的
に
支
援
す
る
と
す
る

（
23
）。

同
時
に
、
芸
術
文
化
事
業
予
算
の
拡
大
を
行
い
、
劇
団
へ
の
助
成
金
は
現
状
を
維
持
す
る
よ
う
に
し
、「
劇
場
」

を
通
じ
た
制
作
を
行
わ
な
い
劇
団
は
現
行
の
助
成
金
制
度
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
と
い
う
。

平
田
は
、
こ
う
し
た
構
想
を
も
ち
つ
つ
、
全
国
の
公
共
ホ
ー
ル
の
う
ち
、
芸
術
監
督
を
置
き
、
演
目
を
創
造
す
る
施
設
を
公
共
劇
場
と

し
て
、
三
〇
か
ら
四
〇
の
施
設
が
あ
れ
ば
ス
タ
ー
ト
で
き
る
と
述
べ
る

（
24
）。

平
田
は
、「
劇
場
法
」
に
つ
い
て
「
天
下
り
や
行
政
か
ら
の
出
向
の
役
人
た
ち
に
独
占
さ
れ
て
い
る
劇
場
運
営
の
主
体
を
、
芸
術
家
と
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
取
り
戻
す
」
話
で
あ
り
、「
小
さ
な
パ
イ
の
取
り
合
い
の
話
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
予
算
を
増
や
し
、
芸
術
家
の
権
利
を

守
っ
て
い
く
話
」
だ
と
し
て
い
る

（
25
）。

劇
場
ス
タ
ッ
フ
か
ら
天
下
り
や
行
政
職
の
出
向
を
廃
す
る
こ
と
に
よ
り
、
舞
台
芸
術
関
係
者
が
就
任
す
る
シ
ス
テ
ム
を
形
成
す
る
こ
と

を
考
え
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
と
劇
場
ス
タ
ッ
フ
で
一
万
人
分
の
舞
台
芸
術
関
係
者
の
雇
用
を
確
保
し
た
い
と
す
る

（
26
）。

ま
た
、
セ
ミ
プ
ロ
レ
ベ
ル
で
活
動
を
続
け
た
い
劇
団
に
つ
い
て
は
、
既
に
演
劇
分
野
を
対
象
に
先
行
実
施
さ
れ
て
い
る
「
演
劇
、
ダ
ン

ス
な
ど
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
制
度
」
を
活
用
す
れ
ば
よ
い
と
す
る
。
こ
の
制
度
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
学
校
に
行
き
、
舞

台
芸
術
の
手
法
を
用
い
た
授
業
を
展
開
す
る
こ
と
で

（
27
）、

日
当
五
〇
〇
〇
円
が
支
給
さ
れ
る
制
度
で
あ
る
。
一
定
の
収
入
を
確
保
し
つ
つ
、

芸
術
活
動
に
専
念
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
と
、
平
田
は
主
張
す
る

（
28
）。

ま
た
、
平
田
は
、
若
い
世
代
の
育
成
を
重
要
視
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
作
品
制
作
を
行
う
若
手
に
対
し
て
は
、
制
作
費
で
は
な
く
、
個

人
単
位
の
奨
学
金
ス
タ
イ
ル
の
助
成
を
行
い
、そ
の
成
果
を
問
わ
ず
と
も
一
定
期
間
の
助
成
が
行
わ
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
望
ま
し
い
と
す
る
。

さ
ら
に
、「
作
品
」
や
「
劇
場
」
の
選
定
や
評
価
を
行
う
に
あ
た
っ
て
も
、
い
わ
ゆ
る
「
ポ
ス
ド
ク
」
や
、
駆
け
出
し
の
批
評
家
や
制
作
者

た
ち
を
年
限
付
き
で
雇
用
し
、
評
価
さ
せ
る
制
度
を
構
想
し
て
い
る
。
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例
え
ば
、
財
団
法
人
地
域
創
造
、
独
立
行
政
法
人
日
本
文
化
振
興
会
、
独
立
行
政
法
人
国
際
交
流
基
金
を
そ
れ
ぞ
れ
改
組
し
、
調
査
研

究
機
能
を
高
度
化
し
て
、
機
能
別
の
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
を
作
り
、
三
〇
名
ほ
ど
の
若
い
専
門
家
集
団
に
全
国
や
世
界
の
舞
台
芸
術
を
調

査
さ
せ
、
こ
の
報
告
に
基
づ
き
評
議
委
員
会
が
助
成
金
の
配
分
や
事
後
評
価
を
行
う
恒
常
的
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と

す
る

（
29
）。

ま
た
、「
劇
場
法
」
が
成
立
し
た
あ
と
の
中
央
と
地
方
の
関
係
に
つ
い
て
、
平
田
は
次
の
よ
う
に
述
べ
、「
劇
場
法
」
の
効
果
を
積
極
的

に
捉
え
て
い
る

（
30
）。

「
東
京
で
く
す
ぶ
っ
て
い
る
若
い
制
作
者
が
ど
ん
ど
ん
地
方
に
行
く
き
っ
か
け
に
な
る
。
だ
か
ら
劇
場
法
の
最
大
の
効
果
は
J
タ
ー
ン

や
I
タ
ー
ン
が
増
え
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
東
京
か
ら
才
能
の
あ
る
人
が
地
方
に
住
ん
で
、
確
実
に
そ
の
地
域
の
演
劇
の
レ

ベ
ル
が
上
が
る
。」

ま
た
、
文
化
関
連
予
算
を
五
千
億
円
と
し
て
捉
え
、
文
化
庁
の
予
算
に
、
外
務
省
・
総
務
省
な
ど
の
文
化
事
業
へ
の
助
成
金
枠
等
、
芸

術
文
化
関
連
予
算
を
統
合
し
一
本
化
す
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
る

（
31
）。

二
〇
一
〇
年
三
月
に
平
田
は
、「
早
け
れ
ば
二
〇
一
〇
年
秋
の
臨
時
国
会
で
劇
場
法
と
い
う
も
の
が
制
定
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
」
と
発
言

し
た

（
32
）。

こ
の
た
め
全
国
各
地
で
、
演
劇
関
係
者
や
公
立
文
化
ホ
ー
ル
関
係
者
が
、
平
田
を
招
き
、「
劇
場
法
」
の
内
容
を
巡
っ
て
勉
強
会
を

開
催
し
て
い
た

（
33
）。

こ
の
よ
う
な
平
田
の
提
案
や
見
込
み
に
対
し
て
は
、
す
べ
て
の
関
係
者
が
積
極
的
に
賛
成
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
以
下
で
は
、
平

田
の
提
案
に
対
す
る
消
極
的
意
見
を
中
心
に
、「
劇
場
法
」
に
対
す
る
反
響
を
み
て
み
よ
う
。
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（
五
）
平
田
オ
リ
ザ
の
「
劇
場
法
」
構
想
に
対
す
る
反
響

平
田
の
構
想
に
対
し
て
は
、
舞
台
芸
術
関
係
者
や
地
方
の
公
立
文
化
ホ
ー
ル
の
活
性
化
を
期
待
す
る
関
係
者
か
ら
の
賛
同
の
声
も
少
な

く
な
い
が

（
34
）、

不
安
の
声
も
上
が
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
文
学
座
の
演
出
家
で
日
本
劇
団
協
議
会
会
長
の
西
川
信
廣
は
、「
劇
団
へ
の
助
成

を
早
急
に
な
く
す
の
は
無
用
の
混
乱
を
生
む
」
と
す
る

（
35
）。

ま
た
、
演
出
家
の
流
山
児
祥
は
、「
劇
場
法
の
必
要
性
は
分
か
る
が
、
平
田
案
で

は
劇
場
を
通
し
て
劇
団
が
管
理
さ
れ
る
よ
う
で
不
気
味
。
歌
舞
伎
に
し
て
も
ア
ン
グ
ラ
に
し
て
も
、
管
理
に
対
抗
し
て
出
て
き
た
の
で
は

な
か
っ
た
か
」
と
い
う

（
36
）。

ま
た
、
公
立
文
化
ホ
ー
ル
の
側
に
は
、
兵
庫
県
立
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
館
長
藤
池
俊
の
よ
う
に
、「『
創
る
劇
場
』

に
手
を
挙
げ
た
い
」
と
い
う
声
も
あ
る
が

（
37
）、

こ
れ
が
必
ず
し
も
す
べ
て
の
劇
場
側
の
声
で
は
な
く
、「
自
治
体
の
財
政
は
厳
し
い
。
せ
っ
か

く
劇
場
に
指
定
さ
れ
て
国
の
支
援
を
も
ら
っ
て
も
地
元
の
予
算
が
減
ら
さ
れ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
」
と
い
っ
た
戸
惑
い
の
声
を
あ
げ
る
劇

場
も
あ
る
と
い
う

（
38
）。

芸
団
協
が
二
〇
一
〇
年
四
月
に
開
い
た
意
見
交
換
会
で
は
、「
劇
場
に
お
金
を
全
部
と
ら
れ
て
し
ま
う
」
と
か
「
芸
術
監
督
の
好
き
嫌
い

で
団
体
が
選
ば
れ
な
い
か
」と
い
っ
た
懸
念
」が
出
さ
れ
た
と
い
う

（
39
）。

ま
た
、「
国
が
地
方
自
治
体
の
運
営
す
る
ホ
ー
ル
に
助
成
す
る
の
は
、

地
方
分
権
の
流
れ
に
逆
行
す
る
」
と
の
指
摘
が
あ
る

（
40
）。

さ
ら
に
、
柾
木
博
行
に
よ
る
と
、
舞
台
芸
術
関
係
者
の
多
く
は
、
二
〇
〇
九
年
後
半
に
「
劇
場
法
」
を
知
っ
た
と
い
う
レ
ベ
ル
で
あ
り
、

助
成
シ
ス
テ
ム
の
改
革
に
つ
い
て
の
不
安
や
、
劇
場
・
音
楽
堂
や
芸
術
監
督
の
認
定
に
つ
い
て
の
疑
問
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
と
い
う

（
41
）。

柾
木
博
行
が
取
材
の
際
に
よ
く
耳
に
し
た
の
は
、「
舞
台
芸
術
、
特
に
現
代
演
劇
が
社
会
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
か
？
」
と
い
う
演
劇
人

自
身
の
問
い
か
け
で
あ
り

（
42
）、

日
本
演
出
家
協
会
の
流
山
児
祥
も
次
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
る
。
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「
平
田
さ
ん
の
考
え
自
体
は
日
本
演
出
家
協
会
で
説
明
を
聞
い
て
分
か
っ
た
し
理
解
で
き
る
。
で
も
俺
は
公
共
劇
場
の
芸
術
監
督
に
な

り
た
い
と
は
思
わ
な
い
し
、
劇
団
を
残
そ
う
と
な
ん
て
思
っ
て
い
な
い
か
ら
好
き
な
事
を
自
分
の
責
任
で
や
る
。
そ
の
点
で
は
平
田

さ
ん
は
後
の
世
代
の
こ
と
を
考
え
て
い
て
偉
い
よ
ね
。
で
も
今
の
日
本
の
経
済
状
況
で
本
当
に
演
劇
に
助
成
金
を
増
や
せ
と
言
え
る

の
か
？

そ
れ
だ
け
演
劇
は
社
会
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
か
疑
問
が
あ
る
。
ま
た
、
芸
術
監
督
制
も
今
の
指
定
管
理
者
制
度
を

ぶ
っ
潰
さ
な
い
と
効
果
が
な
い
。
一
方
で
は
、
劇
場
法
が
役
人
の
天
下
り
を
な
く
し
た
と
し
て
も
、
一
部
の
演
劇
人
が
地
方
の
劇
場

を
支
配
す
る
〝
天
上
が
り
〞
が
起
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
問
題
も
あ
る

（
43
）」

ま
た
、
国
の
助
成
金
に
対
す
る
受
け
止
め
方
は
、
演
劇
関
係
者
で
も
分
か
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
批
評
家
の
佐
々
木
敦
と
、
国
際
演

劇
評
論
家
協
会
日
本
セ
ン
タ
ー
会
長
で
近
畿
大
学
文
学
部
教
員
の
西
堂
行
人
と
の
対
談
で
は
、
次
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る

（
44
）。

佐
々
木
「
演
劇
の
人
た
ち
と
話
す
よ
う
に
な
っ
て
発
見
と
い
う
か
驚
き
だ
っ
た
の
は
そ
こ
な
ん
で
す
よ
。
若
い
劇
団
も
み
ん
な
助

成
金
あ
り
き
に
な
っ
て
い
て
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
助
成
金
の
話
が
最
初
に
あ
る
。
…
…
〔
中
略
〕
…
…
ロ
ッ
ク
と
か
ポ
ッ
プ
ス
で

は
助
成
金
は
絶
対
に
お
り
な
い
の
で
、
興
行
収
入
で
や
る
し
か
な
い
。
僕
は
そ
れ
が
骨
の
髄
ま
で
沁
み
付
い
て
い
る
の
で
、
素
朴
な

感
想
と
し
て
演
劇
と
か
ア
ー
ト
は
す
ご
く
恵
ま
れ
た
業
界
だ
と
思
っ
た
ん
で
す
。
…
…
〔
後
略
〕
…
…

（
45
）」

西
堂
「
助
成
金
の
あ
り
方
と
い
う
の
も
矛
盾
が
多
い
ん
で
す
。
助
成
金
を
も
ら
え
る
と
い
う
こ
と
で
生
殺
し
状
態
で
続
い
て
し
ま

う
よ
う
な
劇
団
も
あ
る
し
、
逆
に
助
成
金
を
と
れ
な
く
な
っ
た
ら
途
端
に
パ
タ
ッ
と
や
め
ち
ゃ
う
劇
団
も
あ
る
。
つ
ま
り
自
力
で
や

る
と
い
う
発
想
自
体
が
根
絶
さ
れ
て
い
く
。
こ
れ
が
怖
い
で
す
ね
。
…
…
〔
中
略
〕
…
…
そ
の
な
か
で
や
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
と
、

ま
す
ま
す
内
容
が
政
治
的
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
も
な
っ
て
い
く
。
そ
う
い
う
意
味
で
助
成
金
を
通
し
た
『
間
接
統
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治
』
み
た
い
な
こ
と
が
実
は
か
な
り
進
行
し
て
し
ま
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

（
46
）」

…
…
〔
略
〕
…
…

西
堂
「
僕
は
そ
の
『
も
ら
わ
な
い
』
と
い
う
態
度
が
基
本
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
言
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
く
て
、
助
成
金
を
も
ら
う
こ

と
を
悪
い
と
い
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
。
た
だ
本
当
に
緊
要
度
の
高
い
と
こ
ろ
は
確
実
に
あ
る
わ
け
で
、
演
劇
と
し
て
な

く
な
っ
て
は
困
る
表
現
に
本
当
に
助
成
金
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
。
芸
術
文
化
振
興
基
金
が
始
ま
っ
て
二
〇
年
近
く
経
っ

た
今
、
そ
う
い
う
助
成
シ
ス
テ
ム
が
も
っ
と
成
熟
し
な
く
て
は
い
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

（
47
）。」

こ
の
議
論
で
は
、
助
成
金
を
も
ら
え
る
演
劇
界
は
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
し
か
し
、
助
成
金
頼
み
で
「
間
接
統
治
」
が
行
わ
れ
て
い
る

お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
、
本
当
に
緊
要
度
の
高
い
と
こ
ろ
に
与
え
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
助
成
シ
ス
テ
ム
の
問
題
が
あ
る
こ
と
、
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
前
節
で
紹
介
し
た
、
平
田
の
提
案
す
る
、
三
〇
名
ほ
ど
の
若
い
専
門
家
集
団
の
舞
台
芸
術
調
査
報
告
に
基
づ
く
助
成
金
の

配
分
や
事
後
評
価
は
、
果
た
し
て
こ
れ
ら
の
懸
念
を
払
拭
す
る
も
の
か
ど
う
か
、
さ
ら
な
る
議
論
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、「
劇
場
法
」
は
、
舞
台
芸
術
関
係
者
に
直
接
的
な
影
響
を
も
た
ら
す
法
律
で
あ
る
が
、「
舞
台
関
係
者
が
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の

は
、
こ
の
法
律
の
恩
恵
を
受
け
る
べ
き
は
最
終
的
に
は
観
客
、
更
に
い
え
ば
観
客
で
す
ら
な
い
国
民
で
あ
る
と
い
う
大
原
則
で
あ
る

（
48
）」

と

い
う
指
摘
が
、
舞
台
芸
術
関
係
者
か
ら
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
傾
聴
に
値
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
は
い
え
、
文
化
審
議
会
文
化
政
策
部
会
は
、
平
田
の
主
張
す
る
「
劇
場
法
」
の
ア
イ
デ
ア
に
近
い
案
を
検
討
し
て
い
た

（
49
）。『

審
議
経
過

報
告
』
に
は
、
舞
台
芸
術
の
項
目
で
、「
①
地
域
の
核
と
な
る
文
化
芸
術
拠
点
の
充
実
と
そ
の
た
め
の
法
的
基
盤
の
整
備
」
が
掲
げ
ら
れ
、

「
地
域
の
文
化
芸
術
拠
点
が
優
れ
た
文
化
芸
術
の
創
造
・
発
信
等
に
係
る
機
能
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
そ
の
法
的
基
盤

の
整
備
に
つ
い
て
も
早
急
に
具
体
的
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
」
と
か
、「
国
立
の
劇
場
も
含
め
た
文
化
芸
術
拠
点
の
望
ま
し
い
在
り
方
に
つ
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い
て
、
地
方
そ
の
他
の
関
係
機
関
等
を
含
め
た
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る

（
50
）。

加
え
て
、「
②
専
門
家
に
よ
る
審
査
・
評
価

の
仕
組
み
の
導
入
の
検
討
と
支
援
制
度
の
抜
本
的
見
直
し
」
と
い
う
項
目
も
掲
げ
ら
れ
、「
舞
台
芸
術
の
支
援
に
当
た
っ
て
は
、
公
益
性
を

重
視
し
つ
つ
、
分
野
ご
と
に
現
場
の
実
情
を
把
握
し
、
個
々
の
事
業
の
選
定
、
評
価
等
を
行
う
専
門
家
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
）
を

配
置
し
、
専
門
的
な
審
査
を
よ
り
し
っ
か
り
と
行
う
、
各
種
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
審
査
や
評
価
を
行
う
た
め
、
現
地
調
査
も
含
め
調
査

研
究
機
能
を
強
化
す
る
、
P
D
C
A
（
計
画
、
実
行
、
評
価
、
改
善
）
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
海
外
の
ア
ー
ツ
カ

ウ
ン
シ
ル（
文
化
芸
術
評
議
会
）や
公
的
文
化
芸
術
助
成
機
関
等
の
例
も
参
考
と
し
つ
つ
、新
た
な
審
査
・
評
価
の
仕
組
み（「
日
本
版
ア
ー

ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
（
仮
称
）」）
の
導
入
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
さ
れ
、「
文
化
芸
術
団
体
に
と
っ
て
入
場
料
収
入
や
寄
附
金
の
増
加
等

の
努
力
を
促
す
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
よ
り
働
く
よ
う
、
会
場
費
等
の
経
費
を
限
定
し
た
支
援
、
演
劇
、
音
楽
、
舞
踊
等
の
分
野
の
特
性
に

応
じ
た
支
援
、
文
化
芸
術
団
体
が
一
定
期
間
を
見
通
し
た
計
画
・
運
営
が
で
き
る
よ
う
一
公
演
ご
と
の
審
査
の
積
み
重
ね
と
し
て
の
年
間

の
活
動
へ
の
総
合
的
な
支
援
、
民
間
か
ら
の
寄
附
金
と
公
的
助
成
金
を
組
み
合
わ
せ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
グ
ラ
ン
ト
の
よ
う
な
支
援
、
研
究
分

野
に
お
け
る
競
争
的
資
金
の
間
接
経
費
の
取
扱
い
も
参
考
に
し
た
文
化
芸
術
分
野
に
お
け
る
支
援
等
の
新
た
な
仕
組
み
の
導
入
も
含
め
、

支
援
制
度
を
抜
本
的
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
た

（
51
）。

二
「
劇
場
法
」
の
国
会
審
議

（
一
）
参
議
院
で
の
調
査

国
会
で
は
、
二
〇
一
一
年
二
月
二
三
日
第
一
七
七
回
国
会
参
議
院
共
生
社
会
・
地
域
活
性
化
に
関
す
る
調
査
会
に
お
い
て
、
平
田
オ
リ

ザ
ら
を
参
考
人
と
し
、
音
楽
堂
・
劇
場
な
ど
に
関
す
る
調
査
が
行
わ
れ
た

（
52
）。

そ
こ
で
平
田
は
、

北研 51 (1・56) 56

論 説



「
も
う
日
本
に
は
二
千
か
ら
三
千
と
言
わ
れ
る
公
共
ホ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
世
界
最
大
の
劇
場
大
国
な
ん
で
す
が
、
こ
れ
が
全
く
階
層

化
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
か
ら
、
地
方
自
治
体
の
天
下
り
の
職
員
が
そ
こ
に
巣
く
っ
て
い
て
、
私
た
ち
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
全
く
そ
こ

に
、
作
品
制
作
や
、
買
い
取
る
こ
と
に
さ
え
関
与
で
き
な
い
ん
で
す
ね
。
要
す
る
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
選
定
を
ど
う
し
て
い
る
か
と
い

う
と
、
昨
日
ま
で
下
水
道
局
に
い
ま
し
た
と
い
う
よ
う
な
人
が
カ
タ
ロ
グ
見
て
、
あ
あ
、
俺
、
こ
の
タ
レ
ン
ト
知
っ
て
い
る
ぜ
み
た

い
な
感
じ
で
何
千
万
と
い
う
予
算
を
使
っ
て
い
る
と
。
こ
れ
を
と
に
か
く
排
除
し
て
、
き
ち
ん
と
専
門
家
を
そ
こ
に
位
置
付
け
て
、

そ
し
て
階
層
化
を
図
る
と
。」

「
集
会
施
設
が
駄
目
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
て
、
機
能
分
化
で
す
ね
。
集
会
施
設
も
必
要
で
す
し
、
そ
れ
か
ら
市
民
参
加
型
の
も
の
も

必
要
な
ん
で
す
け
ど
、
機
能
分
化
し
な
い
と
、
全
部
の
会
館
を
フ
ル
ス
ペ
ッ
ク
で
や
る
と
も
う
予
算
が
幾
ら
あ
っ
て
も
足
り
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
。」

な
ど
、
持
論
を
展
開
し
て
い
る
。

（
二
）
法
案
提
出
後
の
参
議
院
で
の
審
議

こ
の
参
議
院
で
の
調
査
か
ら
、
約
一
年
四
か
月
後
の
二
〇
一
二
年
六
月
一
四
日
、
第
一
八
〇
国
会
参
議
院
文
教
科
学
委
員
会
で
「
教
育
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
学
術
及
び
科
学
技
術
に
関
す
る
調
査
（
劇
場
、
音
楽
堂
等
に
つ
い
て
の
議
員
立
法
の
必
要
性
に
関
す
る
件
）（
劇
場
、

音
楽
堂
等
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
案
に
関
す
る
件
）」
が
上
程
さ
れ
た

（
53
）。

同
日
の
審
議
で
は
、
法
案
の
提
出
者
と
し
て
、
民
主
党
・
新
緑

風
会
の
鈴
木
寛
委
員
が
、
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「
先
ほ
ど
行
わ
れ
ま
し
た
理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、
本
日
の
質
疑
終
了
後
、
委
員
長
の
方
か
ら
、
劇
場
、
音
楽
堂
等
の
活
性
化
に
関
す

る
法
律
案
の
草
案
の
趣
旨
説
明
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
委
員
会
提
出
法
律
案
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
件
を
お
諮
り
す
る
こ
と
を
決

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。」

と
発
言
し
、
こ
の
法
律
案
が
、
超
党
派
の
議
員
・
議
員
連
盟
の
場
で
の
長
年
の
議
論
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
紹

介
さ
れ
て
い
る

（
54
）。

こ
の
日
の
委
員
会
で
は
、
鈴
木
委
員
が
当
時
の
平
野
博
文
文
部
科
学
大
臣
や
高
井
美
穂
文
部
科
学
副
大
臣
な
ど
文
部
科

学
省
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

「
今
回
の
立
法
の
中
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
文
部
科
学
大
臣
が
こ
の
活
性
化
の
た
め
の
取
組
に
関
す
る
指
針
を
定
め
る
と
い
う
こ
と

を
盛
り
込
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。」

あ
る
い
は
、

「
条
例
作
り
、
指
針
作
り
も
地
方
公
共
団
体
に
促
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
を
お
願
い
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。」

と
、
地
方
自
治
体
へ
の
「
劇
場
法
」
に
基
づ
い
た
劇
場
・
音
楽
堂
の
展
開
を
指
導
す
る
よ
う
、
文
部
科
学
省
に
要
望
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
質
疑
に
続
い
て
、
野
上
浩
太
郎
文
教
科
学
委
員
長
が
、「
劇
場
、
音
楽
堂
等
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
案
」
を
議
題
と
す
る
こ

と
を
宣
言
し
、
法
律
案
の
草
案
の
趣
旨
及
び
主
な
内
容
に
つ
い
て
、
委
員
長
が
説
明
し
て
い
る
。
説
明
後
た
だ
ち
に
、
こ
れ
を
文
教
科
学
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委
員
会
か
ら
本
会
議
に
提
案
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、「
異
議
な
し
」
の
声
で
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
て
い
る

（
55
）。

翌
日
の
二
〇
一
二
年
六
月
一
五
日
、
参
議
院
本
会
議
に
お
い
て
、
野
上
浩
太
郎
文
教
科
学
委
員
長
が
法
案
の
概
略
を
説
明
し
、
直
ち
に

採
決
が
行
わ
れ
、
法
案
は
、
参
法
第
二
一
号
と
し
て
衆
議
院
に
送
ら
れ
た

（
56
）。

（
三
）
衆
議
院
で
の
審
議

衆
議
院
で
は
、
六
月
二
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
文
部
科
学
委
員
会
に
お
い
て
、
文
部
科
学
大
臣
・
副
大
臣
・
大
臣
政
務
官
の
ほ
か
、
河
村

潤
子
文
化
庁
次
長
、
野
上
浩
太
郎
参
議
院
文
教
科
学
委
員
長
、
法
案
の
提
出
者
で
あ
る
鈴
木
寛
参
議
院
議
員
も
出
席
し
、
提
案
の
趣
旨
説

明
や
討
論
が
行
わ
れ
た

（
57
）。

ま
ず
、
参
議
院
文
教
科
学
委
員
長
野
上
浩
太
郎
参
議
院
議
員
が
、
提
案
の
趣
旨
及
び
主
な
内
容
を
説
明
し
た
。

そ
の
後
、
提
出
者
で
あ
る
鈴
木
寛
参
議
院
議
員
へ
の
質
問
が
行
わ
れ
て
い
る
。
衆
参
両
院
の
議
事
録
を
見
る
限
り
、
こ
の
衆
議
院
文
部
科

学
委
員
会
で
の
質
疑
が
、
最
も
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
や
や
長
く
な
る
が
、
そ
の
質
疑
内
容
を
、
中
央
・
地
方
関
係
に
関
連
す

る
部
分
を
中
心
に
紹
介
し
た
い
。

最
初
に
質
問
に
立
っ
た
本
村
賢
太
郎
委
員
（
民
主
党
）
は
、
法
案
の
趣
旨
の
説
明
を
提
出
者
で
あ
る
鈴
木
寛
参
議
院
議
員
に
求
め
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
、
鈴
木
参
議
院
議
員
は
、
概
略
以
下
の
点
を
答
弁
し
て
い
る
。

⑴

劇
場
が
舞
台
芸
術
の
創
造
の
場
、
発
信
の
場
、
継
承
の
場
、
人
々
の
交
流
や
参
加
の
場
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
そ
う
し
た
こ
と

に
対
す
る
支
援
、
そ
れ
を
行
う
人
材
育
成
の
強
化
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
。

⑵

文
化
芸
術
団
体
の
活
動
拠
点
が
大
都
市
圏
に
集
中
し
て
い
る
た
め
、
地
方
で
は
多
彩
な
実
演
芸
術
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
い
と

い
う
現
状
も
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
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⑶

博
物
館
や
美
術
館
や
図
書
館
に
は
そ
れ
ぞ
れ
博
物
館
法
や
図
書
館
法
が
あ
る
の
に
、劇
場
や
音
楽
堂
に
は
根
拠
法
が
な
い
こ
と
、

そ
の
た
め
文
化
芸
術
活
動
に
着
目
し
た
根
拠
法
が
な
い
状
態
を
改
善
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

⑷

文
化
芸
術
振
興
基
本
法
の
理
念
に
の
っ
と
り
、
劇
場
、
音
楽
堂
等
を
活
性
化
し
、
実
演
芸
術
の
振
興
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

心
豊
か
な
国
民
生
活
や
活
力
あ
る
地
域
社
会
、
あ
る
い
は
新
し
い
市
民
の
広
場
と
し
て
の
劇
場
、
あ
る
い
は
世
界
へ
の
窓
と
し
て

の
劇
場
、
を
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

ま
た
、
政
府
参
考
人
と
し
て
出
席
し
た
河
村
潤
子
文
化
庁
次
長
は
、「
劇
場
法
」
案
に
つ
い
て
の
見
解
を
、
概
略
以
下
の
よ
う
に
回
答
し

て
い
る
。

⑴

法
律
案
で
い
う
劇
場
、
音
楽
堂
等
の
大
半
は
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
文
化
施
設
で
あ
る
が
、
ス
ポ
ー
ツ
や
各
種
の
行
事
を

含
む
多
様
な
目
的
に
利
用
さ
れ
る
施
設
と
し
て
置
か
れ
て
い
る
場
合
が
大
変
多
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

⑵

そ
こ
で
営
ま
れ
て
い
る
文
化
芸
術
活
動
も
、
今
の
と
こ
ろ
貸
し
館
公
演
が
中
心
で
あ
る
。

⑶

舞
台
芸
術
の
創
造
活
動
の
実
施
や
鑑
賞
機
会
の
提
供
と
い
っ
た
劇
場
、音
楽
堂
等
の
本
来
の
機
能
が
十
分
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
、

文
化
芸
術
団
体
の
活
動
拠
点
が
大
都
市
に
集
中
し
地
方
で
は
文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
が
相
対
的
に
大
変
少
な
い
、
中
核
と
な
る

べ
き
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
質
的
に
も
量
的
に
も
不
足
し
て
い
る
。

⑷

現
状
認
識
あ
る
い
は
現
場
で
の
課
題
に
つ
い
て
の
認
識
は
、
提
出
者
や
質
問
者
で
あ
る
議
員
の
認
識
と
同
じ
で
あ
る
。

⑸

全
国
の
劇
場
、
音
楽
堂
等
を
音
楽
、
舞
踊
、
演
劇
、
伝
統
芸
能
、
演
芸
そ
の
他
の
芸
術
、
芸
能
の
創
造
発
信
の
拠
点
、
鑑
賞
の

拠
点
、
さ
ら
に
は
地
域
住
民
が
集
う
拠
点
に
実
質
的
に
変
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
今
後
の
重
要
な
政
策
課
題
だ
と
認
識
し
て
い
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る
。

す
な
わ
ち
、「
劇
場
法
」
案
は
、
議
員
提
出
法
案
で
あ
る
も
の
の
、
文
部
科
学
省
及
び
文
化
庁
も
、
認
識
や
改
革
の
方
向
性
に
つ
い
て
、

議
員
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
答
弁
し
て
い
る
。

ま
た
、
人
材
育
成
に
つ
い
て
も
、
議
論
が
行
わ
れ
、
法
案
提
出
者
で
あ
る
鈴
木
寛
参
議
院
議
員
は
、「
一
番
重
要
な
の
は
国
及
び
地
方
公

共
団
体
が
必
要
な
専
門
能
力
を
有
す
る
者
を
養
成
、
確
保
す
る
と
い
う
こ
と
」
と
述
べ
、
劇
場
、
音
楽
堂
等
と
大
学
等
と
の
連
携
協
力
推

進
、
研
修
の
実
施
そ
の
他
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
こ
と
が
法
案
第
一
三
条
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
答
弁
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
大
学

の
人
材
育
成
機
能
、
知
能
集
積
機
能
に
お
い
て
実
践
の
場
が
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、「
劇
場
法
」
案
第
一
六
条
で
、「
文
部
科
学
大
臣
は
、
劇
場
、
音
楽
堂
等
を
設
置
し
、
又
は
運
営
す
る
者
が
行
う
劇
場
、
音
楽

堂
等
の
事
業
の
活
性
化
の
た
め
の
取
組
に
関
す
る
指
針
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
本
村
委
員
か
ら
文
部

科
学
省
の
考
え
を
尋
ね
ら
れ
た
河
村
潤
子
文
化
庁
次
長
は
、
概
略
以
下
の
よ
う
に
答
弁
し
て
い
る
。

⑴

こ
の
指
針
に
つ
い
て
は
、
劇
場
、
音
楽
堂
等
の
運
営
に
か
か
わ
る
地
方
公
共
団
体
や
民
間
事
業
者
が
抱
え
る
諸
課
題
を
解
決
し

て
、
劇
場
、
音
楽
堂
等
を
取
り
巻
く
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
に
、
劇
場
、
音
楽
堂
等
の
設
置
者
に
対
し
て
、
そ
の
事
業
の
活
性

化
に
向
け
て
促
進
す
べ
き
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
一
定
の
考
え
方
を
示
す
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

⑵

性
格
と
し
て
、
最
低
基
準
を
設
定
し
て
規
制
を
す
る
と
い
う
性
格
の
も
の
で
は
な
く
て
、
目
指
す
べ
き
よ
り
よ
い
方
向
性
を
示

し
て
、
そ
れ
に
向
け
て
積
極
的
な
取
り
組
み
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
な
性
格
の
も
の
と
す
る
と
い
う
こ
と
を
現
在
考
え
て
い
る
。

⑶

具
体
的
な
内
容
は
、
劇
場
、
音
楽
堂
等
の
運
営
に
お
い
て
目
指
す
べ
き
方
向
性
、
専
門
人
材
の
養
成
、
劇
場
、
音
楽
堂
相
互
の
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連
携
、
設
置
者
が
さ
ら
に
取
り
組
む
べ
き
事
項
、
ま
た
、
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
運
営
す
る
場
合
の
留
意
事
項
、
が
想
定
さ
れ

る
。

⑷

十
分
に
精
査
を
し
た
上
で
作
成
す
る
が
、
法
律
案
成
立
後
速
や
か
に
作
業
に
入
る
。

次
に
質
問
に
た
っ
た
河
村
建
夫
委
員
（
自
由
民
主
党
・
無
所
属
の
会
）
の
な
ぜ
内
閣
提
出
法
案
で
は
な
く
、
議
員
立
法
と
し
た
か
と
の

質
問
に
つ
い
て
、
提
案
者
の
鈴
木
寛
参
議
院
議
員
は
、
以
下
の
よ
う
に
答
弁
し
て
い
る
。

「
こ
れ
は
結
局
、閣
法
に
い
た
し
ま
す
と
、劇
場
の
前
例
と
い
う
の
を
引
き
ま
す
と
、建
築
基
準
法
と
か
消
防
法
と
か
い
う
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
こ
は
や
は
り
、
議
員
立
法
で
や
る
大
き
な
意
義
、
意
味
で
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
我
々
は
そ
う
し
た
前

例
に
と
ら
わ
れ
ず
、
我
が
国
の
法
体
系
の
中
に
劇
場
と
い
う
も
の
を
本
来
の
劇
場
の
趣
旨
の
観
点
か
ら
き
ち
っ
と
定
義
を
す
る
と
い

う
こ
と
が
今
回
の
法
案
で
で
き
た
、
あ
る
い
は
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
変
、
我
が
国
の
法
制
史
上
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。」

ま
た
、「
劇
場
法
」が
地
方
自
治
体
に
及
ぼ
す
影
響
と
予
算
措
置
に
つ
い
て
の
河
村
委
員
の
質
問
に
対
し
、平
野
博
文
文
部
科
学
大
臣
は
、

「
い
か
に
こ
の
法
律
の
持
つ
意
味
を
地
方
公
共
団
体
に
徹
底
を
し
て
い
く
か
、
こ
う
い
う
こ
と
が
大
事
な
ん
だ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
思
っ

て
い
ま
す
。」、「
ま
ず
地
方
公
共
団
体
が
し
っ
か
り
と
認
識
を
し
て
も
ら
う
、
そ
う
い
う
こ
と
を
よ
り
多
面
的
な
意
味
で
活
動
で
き
ま
す
よ

う
な
支
援
の
仕
組
み
を
考
え
て
い
き
た
い
。」
と
答
弁
し
て
い
る
。

続
く
池
坊
保
子
委
員
（
公
明
党
）
の
、
現
在
の
劇
場
、
音
楽
堂
に
対
す
る
文
部
科
学
大
臣
の
認
識
を
問
う
質
問
に
対
し
て
、
平
野
博
文
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文
部
科
学
大
臣
は
、
劇
場
、
音
楽
堂
の
多
く
は
公
共
施
設
が
中
心
で
多
目
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
大
半
が
貸
館
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
こ
と
、
課
題
と
し
て
は
、「
創
造
的
に
発
信
し
た
り
、
人
々
が
集
う
場
を
提
供
す
る
と
い
う
本
来
の
機
能
が
十
分
に
発
揮
で
き
て
い
な

い
」
こ
と
、
文
化
芸
術
団
体
の
中
心
が
都
市
部
に
集
中
し
て
い
る
た
め
地
方
で
文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
が
相
対
的
に
少
な
い
こ
と
、
中

核
的
な
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
質
量
と
も
に
不
足
を
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
、
法
案
提
出
者
で
あ
る
鈴
木
寛
参
議
院
議
員
と
認
識
を
共
有
し
て

い
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、「
全
国
の
劇
場
、
音
楽
堂
を
、
創
造
的
発
信
の
拠
点
、
芸
術
鑑
賞
の
拠
点
、
地
域
住
民
が
集
う

拠
点
に
変
え
て
い
く
こ
と
が
や
は
り
こ
れ
か
ら
の
政
策
課
題
だ
と
私
は
認
識
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。」
と
答
弁
し
て
い
る
。

同
じ
く
池
坊
委
員
の
、
こ
の
法
律
の
メ
リ
ッ
ト
を
尋
ね
る
質
問
に
、
提
出
者
の
鈴
木
寛
参
議
院
議
員
は
、
地
方
の
議
会
関
係
者
、
政
治

関
係
者
、
行
政
関
係
者
に
、
劇
場
、
音
楽
堂
を
使
う
活
動
が
ご
く
一
部
の
実
演
芸
術
を
好
む
人
の
た
め
の
活
動
で
は
な
く
、
広
く
国
民
、

地
域
、
社
会
に
と
っ
て
意
味
の
あ
る
活
動
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
法
の
目
的
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
が
あ
る
と
答
弁
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
九
条
を
初
め
と
し
て
、「
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
こ
の
法
律
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
、
必
要
な
助
言
、
情
報
の
提
供
、
財
政
上
、
金
融
上
及
び
税
制
上
の
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。」
と

し
て
い
る
こ
と
で
劇
場
関
係
者
、
実
演
芸
術
関
係
者
に
対
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
と
答
弁
し
て
い
る
。

同
じ
池
坊
委
員
か
ら
の
、
文
化
庁
が
「
劇
場
法
」
を
先
取
り
す
る
よ
う
な
か
た
ち
で
二
〇
一
二
年
度
か
ら
「
優
れ
た
劇
場
・
音
楽
堂
か

ら
の
創
造
発
信
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
関
連
し
、
重
点
支
援
劇
場
・
音
楽
堂
や
、
地
域
の
中
核
劇
場
・
音
楽
堂
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
な
い
既
存
の
多
く
の
文
化
施
設
に
お
い
て
、
文
化
芸
術
予
算
が
結
果
と
し
て
減
額
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
の
懸

念
に
対
し
て
、
平
野
博
文
文
部
科
学
大
臣
は
、
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
劇
場
、
音
楽
堂
が
か
か
わ
れ
る
支
援
を
多
面
的
に
し
て
い
く
こ
と
を

地
方
自
治
体
を
含
め
て
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
で
、
文
科
省
と
し
て
は
、
地
域
間
格
差
の
是
正
、
あ
る
い
は
、
全
国
の
劇
場
、
音

楽
堂
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
よ
り
多
く
の
劇
場
、
音
楽
堂
が
活
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性
化
す
る
よ
う
支
援
に
努
め
て
い
く
と
答
弁
し
て
い
る
。

国
、
地
方
公
共
団
体
の
文
化
行
政
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
質
問
し
た
宮
本
岳
志
委
員
（
日
本
共
産

党
）
に
対
し
て
、
法
案
提
出
者
の
鈴
木
寛
参
議
院
議
員
は
、
第
八
条
第
二
項
で
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
劇
場
、
音
楽
堂
等
を
設
置
し
、
ま
た
は
運
営
す
る
者
や
実
演
芸
術
団
体
等
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
も
の
と
し
て
い

る
、
と
答
弁
し
て
い
る
。
こ
の
答
弁
に
対
し
、
宮
本
委
員
は
、
さ
ら
に
「
こ
の
法
律
で
は
、
地
方
公
共
団
体
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
か
」
と
質
問
し
、
こ
れ
に
対
し
、
鈴
木
参
議
院
議
員
は
、
法
案
七
条
で
、「
地
方
公
共
団
体
は
、
こ
の
法
律

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
自
主
的
か
つ
主
体
的
に
、
そ
の
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
施
策
を
策
定
し
、
及
び
当
該
地
方
公
共
団
体
の
区

域
内
の
劇
場
、
音
楽
堂
等
を
積
極
的
に
活
用
し
つ
つ
実
施
す
る
役
割
を
果
た
す
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
人
々

の
共
感
と
参
加
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
広
場
と
し
て
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
創
造
と
再
生
を
通
じ
て
、
地
域
の
発
展
を
支
え

る
機
能
、
こ
こ
に
、
地
方
公
共
団
体
も
積
極
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
答
弁
し
て
い
る
。

宮
本
委
員
は
、
自
治
体
に
関
連
す
る
事
項
と
し
て
は
、
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て
も
文
化
庁
に
質
問
し
て
い
る
。
そ
の
質
問
は
、
指

定
管
理
者
制
度
が
劇
場
や
音
楽
堂
な
ど
の
文
化
施
設
に
は
な
じ
ま
な
い
と
考
え
る
が
、
指
定
管
理
者
で
あ
っ
て
も
技
術
者
の
人
材
確
保
、

育
成
が
き
ち
ん
と
さ
れ
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
事
だ
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
河
村
潤
子
文
化
庁
次
長
は
、
地
域
の
実
情

を
踏
ま
え
つ
つ
、
指
定
管
理
者
制
度
本
来
の
狙
い
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
な
運
用
の
工
夫
が
必
要
で
あ
り
、
法
案
一
六
条
の
規
定
に
基
づ
く

文
部
科
学
大
臣
が
作
成
す
る
指
針
で
、
専
門
的
な
人
材
の
位
置
づ
け
を
含
め
、
地
方
公
共
団
体
や
指
定
管
理
者
等
の
よ
い
取
り
組
み
が
進

む
よ
う
に
検
討
す
る
と
答
弁
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
質
疑
の
後
、
討
論
の
申
し
出
は
な
く
、
起
立
採
決
が
行
わ
れ
、
総
員
起
立
の
全
委
員
一
致
で
法
案
は
文
部
科
学
委
員
会
を
通

過
し
て
い
る
。
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委
員
会
通
過
の
翌
日
二
〇
一
二
年
六
月
二
一
日
、「
劇
場
法
」
案
は
、
日
程
第
三
と
し
て
衆
議
院
本
会
議
に
上
程
さ
れ
た

（
58
）。

石
毛
え
い
子

文
部
科
学
委
員
長
の
委
員
会
報
告
が
行
わ
れ
、
直
ち
に
採
決
に
入
り
、
異
議
な
し
と
の
声
と
と
も
に
、
委
員
長
報
告
の
と
お
り
可
決
し
た

こ
と
が
横
路
孝
弘
衆
議
院
議
長
か
ら
宣
言
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、「
劇
場
法
」
が
、
国
会
を
通
過
し
、
成
立
し
た
。

以
上
の
「
劇
場
法
」
成
立
ま
で
の
国
会
審
議
で
、
質
疑
を
行
っ
て
い
る
議
員
の
ほ
と
ん
ど
は
音
楽
議
員
連
盟
に
所
属
す
る
議
員
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
音
楽
議
員
連
盟
は
超
党
派
の
議
員
連
盟
で
、「
劇
場
法
」
案
提
出
者
の
鈴
木
寛
参
議
院
議
員
が
池
坊
委
員
の
質
問
に
対
し

て
「
音
楽
議
員
連
盟
は
大
変
歴
史
も
ご
ざ
い
ま
す
、
こ
の
議
員
連
盟
が
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
も
つ
く
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
、
そ
し
て
そ

れ
を
受
け
て
、
今
回
の
劇
場
法
の
制
定
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。」
と
答
弁
し
て
い
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
が
「
劇
場
法
」
制
定
を
目

指
し
て
い
た
国
会
議
員
の
集
ま
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
質
疑
も
敵
対
的
な
雰
囲
気
は
な
い
。
ま
た
、
政
府
側
で
出
席
し
、
法
成
立
後

は
担
当
部
局
と
な
る
平
野
博
文
文
部
科
学
大
臣
や
河
村
潤
子
参
考
人
（
文
化
庁
次
長
）
も
「
劇
場
法
」
の
議
員
立
法
に
対
し
て
好
意
的
な

い
し
積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
国
会
審
議
か
ら
見
る
限
り
、
少
な
く
と
も
国
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、「
劇
場
法
」
成

立
後
の
執
行
過
程
（
政
策
実
施
過
程
）
で
問
題
は
発
生
し
な
さ
そ
う
に
見
え
る
。

三
「
劇
場
法
」
の
構
造

国
会
審
議
で
の
法
案
提
出
者
で
あ
る
鈴
木
寛
参
議
院
議
員
の
説
明
で
「
劇
場
法
」
の
構
造
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
と
言
え

る
が
、
こ
こ
で
は
、
中
央
・
地
方
関
係
に
関
係
を
中
心
に
「
劇
場
法
」
の
条
文
等
か
ら
、
何
が
目
指
さ
れ
て
い
る
の
か
を
検
討
し
て
み
る

（
59
）。
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（
一
）
理
念

「
劇
場
法
」
に
は
、
前
文
が
置
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
本
法
の
理
念
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
劇
場
、
音
楽
堂
等
の
文
化
的
基
盤
が
、

地
域
の
特
性
に
応
じ
て
整
備
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
劇
場
、
音
楽
堂
等
が
果
た
し
て
き
た
機
能
、
期
待
さ
れ
て

い
る
機
能
か
ら
み
て
、
劇
場
・
音
楽
堂
は
「
国
民
の
生
活
に
お
い
て
い
わ
ば
公
共
財
と
も
い
う
べ
き
存
在
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
主
に
施
設
の
整
備
が
先
行
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
劇
場
、
音
楽
堂
等
に
つ
い
て
、
今
後
は
、
そ
こ
に
お
い
て
行
わ
れ
る
実
演
芸
術
に

関
す
る
活
動
や
、
劇
場
、
音
楽
堂
等
の
事
業
を
行
う
た
め
に
必
要
な
人
材
の
養
成
等
を
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
ま

た
、「
実
演
芸
術
に
関
す
る
活
動
を
行
う
団
体
の
活
動
拠
点
が
大
都
市
圏
に
集
中
し
て
お
り
、
地
方
に
お
い
て
は
、
多
彩
な
実
演
芸
術
に
触

れ
る
機
会
が
相
対
的
に
少
な
い
状
況
が
固
定
化
し
て
い
る
現
状
も
改
善
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
。

こ
の
た
め
、
劇
場
、
音
楽
堂
等
を
巡
る
課
題
を
克
服
す
る
た
め
、
個
人
を
含
め
社
会
全
体
が
文
化
芸
術
の
担
い
手
で
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
国
民
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
、
劇
場
、
音
楽
堂
等
を
設
置
し
、
又
は
運
営
す
る
者
、
実
演
芸
術
に
関
す
る
活
動
を
行
う
団
体
及
び
芸
術

家
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
、
教
育
機
関
等
が
相
互
に
連
携
協
力
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
す
る
。

さ
ら
に
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
劇
場
、
音
楽
堂
等
に
関
す
る
施
策
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
短
期
的
な
経
済
効
率
性
を
一
律
に

求
め
る
の
で
は
な
く
、
長
期
的
か
つ
継
続
的
に
行
う
よ
う
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
の
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
劇
場
、
音
楽
堂
等
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
、
将
来
に
わ

た
っ
て
、
劇
場
、
音
楽
堂
等
が
そ
の
役
割
を
果
た
す
た
め
の
施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
、
心
豊
か
な
国
民
生
活
及
び
活
力
あ
る
地
域
社
会

の
実
現
並
び
に
国
際
社
会
の
調
和
あ
る
発
展
を
期
す
る
た
め
、
こ
の
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
が
宣
言
さ
れ
て
い
る
。
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（
二
）
目
的

「
劇
場
法
」
第
一
条
は
、
目
的
規
定
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
条
文
は
、
概
ね
前
文
を
引
き
継
い
で
い
る
も
の
の
、
前
文
の
理
念
を
よ
り
具

体
化
し
て
い
る
も
の
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
前
文
で
は
、「
劇
場
、
音
楽
堂
等
の
役
割
」
と
述
べ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
第
一
条
で
は
、

「
劇
場
、
音
楽
堂
等
の
活
性
化
を
図
る
」、「
我
が
国
の
実
演
芸
術
の
水
準
の
向
上
等
を
通
じ
て
実
演
芸
術
の
振
興
を
図
る
」、「
劇
場
、
音
楽

堂
等
の
事
業
、
関
係
者
並
び
に
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
役
割
、
基
本
的
施
策
等
を
定
め
」
る
、
と
本
法
の
目
的
を
具
体
化
し
て
い
る

（
60
）。

こ
の
場
合
、「
劇
場
、
音
楽
堂
等
の
活
性
化
」
は
、
劇
場
、
音
楽
堂
の
施
設
・
設
備
の
充
実
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
で
行
わ
れ
る

事
業
の
活
性
化
を
想
定
し
て
い
る
も
の
だ
と
さ
れ
る

（
61
）。「

劇
場
法
」
の
理
念
や
最
終
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
「
実
演
芸
術
の

水
準
の
向
上
」
が
目
指
さ
れ
て
い
る
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
本
条
最
後
に
は
、「
も
っ
て
心
豊
か
な
国
民
生
活
及
び
活
力

あ
る
地﹅

域﹅

社
会
の
実
現
並
び
に
国﹅

際﹅

社﹅

会﹅

の﹅

調﹅

和﹅

あ﹅

る﹅

発﹅

展﹅

に
寄
与
す
る
」（
傍
点
筆
者
）
と
、
本
法
が
の
っ
と
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
文

化
芸
術
振
興
基
本
法
に
は
な
か
っ
た
文
言
が
挿
入
さ
れ
て
い
る

（
62
）。

そ
の
実
演
芸
術
と
は
何
か
が
、「
劇
場
法
」
第
二
条
第
二
項
で
定
義
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
実
演
に
よ
り
表
現
さ
れ
る
音
楽
、
舞

踊
、
演
劇
、
伝
統
芸
能
、
演
芸
そ
の
他
の
芸
術
及
び
芸
能
」
が
本
法
で
い
う
実
演
芸
術
で
あ
る

（
63
）。

第
二
条
第
一
項
は
、「
劇
場
、
音
楽
堂
等
」
に
つ
い
て
定
義
し
て
い
る
。
本
法
に
お
け
る
「
劇
場
、
音
楽
堂
等
」
は
、
施
設
の
み
を
指
す

の
で
は
な
く
、
施
設
と
そ
の
施
設
の
運
営
に
係
る
人
的
体
制
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
も
の
の
う
ち
、
創
意
と
知
見
を
も
っ
て
実
演
芸
術
の

公
演
を
企
画
し
、
又
は
行
う
こ
と
等
に
よ
り
、
こ
れ
を
一
般
公
衆
に
鑑
賞
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
と
し
て
い
る

（
64
）。

第
三
条
で
は
、
劇
場
、
音
楽
堂
等
が
行
う
事
業
を
列
挙
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
以
下
の
八
項
目
で
あ
る

（
65
）。

な
お
、
各
号
の
条
文
の
あ

と
に
簡
単
な
解
説
を
括
弧
書
き
で
附
し
て
お
く
。
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一

実
演
芸
術
の
公
演
を
企
画
し
、
又
は
行
う
こ
と
。（
自
主
事
業
を
行
う
こ
と
）

二

実
演
芸
術
の
公
演
又
は
発
表
を
行
う
者
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
。（
貸
館
事
業
を
行
う
こ
と
）

三

実
演
芸
術
に
関
す
る
普
及
啓
発
を
行
う
こ
と
。（
教
育
や
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
を
行
う
こ
と
）

四

他
の
劇
場
、
音
楽
堂
等
そ
の
他
の
関
係
機
関
等
と
連
携
し
た
取
組
を
行
う
こ
と
。（
巡
回
公
演
・
共
同
制
作
を
行
う
こ
と
）

五

実
演
芸
術
に
係
る
国
際
的
な
交
流
を
行
う
こ
と
。（
海
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
劇
場
な
ど
と
連
携
し
た
事
業
を
行
う
こ
と
＝
一
一

条
も
参
照
）

六

実
演
芸
術
に
関
す
る
調
査
研
究
、
資
料
の
収
集
及
び
情
報
の
提
供
を
行
う
こ
と
。（
シ
ン
ク
タ
ン
ク
的
機
能
を
持
つ
こ
と
）

七

前
各
号
に
掲
げ
る
事
業
の
実
施
に
必
要
な
人
材
の
養
成
を
行
う
こ
と
。（
一
三
条
と
あ
わ
せ
大
学
と
も
連
携
）

八

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
地
域
社
会
の
絆
の
維
持
及
び
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
共
生
社
会
の
実
現
に
資
す
る
た
め
の
事

業
を
行
う
こ
と
。（
実
演
芸
術
の
ほ
か
に
ま
ち
づ
く
り
事
業
も
行
う
こ
と
）

と
な
っ
て
い
る
。
か
な
り
幅
広
い
機
能
が
「
劇
場
、
音
楽
堂
等
」
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

第
四
条
で
は
、
劇
場
・
音
楽
堂
等
を
設
置
し
、
又
は
運
営
す
る
者
の
役
割
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
者
に
は
、
国
、
地
方
自
治
体
、

民
間
事
業
者
が
あ
た
る
。
地
方
自
治
体
が
設
置
し
た
劇
場
、
音
楽
堂
等
の
場
合
、
直
営
で
あ
れ
ば
当
該
の
地
方
自
治
体
が
、
ま
た
、
指
定

管
理
者
が
運
営
し
て
い
る
場
合
は
当
該
指
定
管
理
者
が
「
運
営
す
る
者
」
に
あ
た
る
。

第
五
条
は
、
実
演
芸
術
団
体
等
の
役
割
、
第
六
条
は
、
国
の
役
割
、
第
七
条
は
、
地
方
自
治
体
の
役
割
が
規
定
さ
れ
て
い
る

（
66
）。

第
六
条

は
、
第
一
〇
条
や
第
一
六
条
と
関
係
し
て
く
る
。
第
七
条
で
は
、
地
方
自
治
体
は
、
自
主
的
か
つ
主
体
的
に
、
そ
の
地
域
の
特
性
に
応
じ

た
施
策
を
策
定
し
、
及
び
当
該
地
方
公
共
団
体
の
区
域
内
の
劇
場
、
音
楽
堂
等
を
積
極
的
に
活
用
し
つ
つ
実
施
す
る
役
割
を
果
た
す
よ
う
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努
め
る
も
の
と
す
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。

第
八
条
は
、
劇
場
、
音
楽
堂
等
の
関
係
者
等
の
相
互
の
連
携
及
び
協
力
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る

（
67
）。

第
二
項
で
は
、
国
や
地
方
自
治

体
が
、
劇
場
、
音
楽
堂
等
の
関
係
者
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

第
九
条
は
、
国
及
び
地
方
自
治
体
の
措
置
と
し
て
、
必
要
な
助
言
、
情
報
の
提
供
、
財
政
上
、
金
融
上
及
び
税
制
上
の
措
置
そ
の
他
の

措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
、
と
規
定
し
て
い
る

（
68
）。

こ
の
条
文
で
は
、
助
言
等
の
相
手
方
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
第
八

条
と
関
連
さ
せ
て
読
め
ば
、
劇
場
運
営
者
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
対
す
る
措
置
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

第
一
〇
条
は
、
国
際
的
に
高
い
水
準
の
実
演
芸
術
の
振
興
等
を
定
め
て
い
る

（
69
）。

第
一
項
第
二
号
で
は
、
国
が
地
方
自
治
体
の
施
策
へ
の

支
援
を
行
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
項
で
は
、
地
方
自
治
体
等
に
対
し
て
、
そ
の
求
め
に
応
じ
て
、
我
が
国
の
実
演
芸

術
の
水
準
の
向
上
に
資
す
る
事
業
を
行
う
た
め
に
必
要
な
知
識
又
は
技
術
等
の
提
供
に
努
め
る
も
の
と
す
る
、
と
規
定
し
て
い
る
。

第
一
一
条
は
、
国
際
的
な
交
流
の
促
進
に
関
し
、
必
要
な
施
策
を
国
が
講
ず
る
も
の
と
す
る
と
定
め
て
い
る

（
70
）。

第
一
二
条
は
、
地
域
に
お
け
る
実
演
芸
術
の
振
興
に
、
地
方
自
治
体
及
び
国
が
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
を
定
め
て

い
る

（
71
）。

地
方
自
治
体
に
は
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
施
策
を
、
ま
た
、
国
に
は
、
国
民
が
そ
の
居
住
す
る
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
等
し
く
、

実
演
芸
術
を
鑑
賞
し
、
こ
れ
に
参
加
し
、
又
は
こ
れ
を
創
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
方
自
治
体
が
講
ず
る
施
策
や
民
間
事
業
者
が

行
う
実
演
芸
術
活
動
へ
の
支
援
等
の
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
し
て
い
る
。
本
条
の
規
定
は
、
第
一
項
で
地
方
自
治
体
に
「
地
域
の
特
性
に

応
じ
た
施
策
」
の
実
施
を
要
請
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
第
二
項
で
は
、「
居
住
す
る
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
等
し
く
」
実
演
芸
術
を
鑑
賞
・

参
加
・
創
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
方
自
治
体
が
行
う
施
策
に
支
援
等
を
行
う
こ
と
を
定
め
て
お
り
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
矛
盾
し

た
規
定
と
な
っ
て
い
る
。

第
一
三
条
は
、
人
材
の
養
成
及
び
確
保
等
に
つ
い
て
定
め
て
い
る

（
72
）。

こ
こ
で
は
、
国
、
地
方
自
治
体
と
も
、
劇
場
、
音
楽
堂
等
と
大
学
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等
と
の
連
携
及
び
協
力
の
促
進
、
研
修
の
実
施
等
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

第
一
四
条
は
、
国
民
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
の
施
策
を
、
国
と
地
方
自
治
体
が
講
ず
る
こ
と
を
定
め
て
い
る

（
73
）。

ま
た
、
本
法
に

基
づ
く
施
策
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
国
民
の
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
「
国
民
の
理
解
」
を
得
る

の
か
は
、
条
文
だ
け
か
ら
は
は
っ
き
り
と
は
わ
か
ら
な
い
。

第
一
五
条
は
、
国
と
地
方
自
治
体
は
、
学
校
教
育
に
お
い
て
実
演
芸
術
を
鑑
賞
し
、
又
は
こ
れ
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
機

会
の
提
供
等
の
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
し
て
い
る

（
74
）。

第
一
六
条
は
、
劇
場
、
音
楽
堂
等
の
事
業
の
活
性
化
に
関
す
る
指
針
に
つ
い
て
定
め
て
い
る

（
75
）。

本
条
で
は
、
文
部
科
学
大
臣
が
、
劇
場
、

音
楽
堂
等
を
設
置
し
、
又
は
運
営
す
る
者
が
行
う
劇
場
、
音
楽
堂
等
の
事
業
の
活
性
化
の
た
め
の
取
組
に
関
す
る
指
針
を
定
め
る
こ
と
が

で
き
る
、
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
の
権
限
を
定
め
て
い
る
。
中
央
・
地
方
関
係
か
ら
み
れ
ば
、
こ
の
指
針
が
、
地
方
自
治
体
に
ど
の
程
度

の
影
響
力
を
持
つ
の
か
が
課
題
と
な
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
指
針
は
「
活
性
化
の
た
め
の
取
組
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
施
設
・
設
備
の

基
準
で
は
な
い
こ
と
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

四
「
劇
場
法
」
の
自
治
体
へ
の
影
響

（
一
）
調
査
方
法

都
道
府
県
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
都
道
府
県
に
つ
い
て
、
文
化
芸
術
振
興
に
関
す
る
条
例
の
有
無
、
文
化
芸
術
振
興
に
関
す
る
指
針
・

計
画
等
の
有
無
を
、
文
化
庁
及
び
各
都
道
府
県
の
資
料
で
確
認
し
た
（
図
表
1
参
照
）。
さ
ら
に
、「
劇
場
法
」
制
定
以
後
に
お
い
て
、
条

例
、
指
針
・
計
画
等
の
改
正
、
改
訂
が
行
わ
れ
て
い
る
か
を
同
様
に
調
査
し
た
。
改
正
、
改
訂
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
が
「
劇
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場
法
」
制
定
を
視
野
に
入
れ
た
改
正
、
改
訂
で
あ
る
の
か
を
、
各
条
例
、
指
針
・
計
画
等
の
内
容
か
ら
調
査
し
た
。
都
道
府
県
に
つ
い
て

は
、
悉
皆
調
査
を
行
っ
た
が
、
市
区
町
村
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
市
区
町
村
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
文
化
庁
「
劇

場
・
音
楽
堂
等
活
性
化
事
業
」
の
「
特
別
支
援
事
業
」、「
活
動
別
支
援
事
業
」
で
選
定
さ
れ
た
公
立
文
化
ホ
ー
ル
の
所
在
す
る
市
区
町
村

を
調
査
対
象
と
し
た
。
市
町
村
調
査
と
平
仄
を
合
わ
せ
る
た
め
、
図
表
に
は
、
各
都
道
府
県
立
の
公
立
文
化
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
も
上
記
文

化
庁
選
定
ホ
ー
ル
が
存
在
す
る
か
否
か
を
記
載
し
た
。

市
区
町
村
に
つ
い
て
は
、
文
化
庁
「
劇
場
・
音
楽
堂
等
活
性
化
事
業
」
の
「
特
別
支
援
事
業
」、「
活
動
別
支
援
事
業
」
で
選
定
さ
れ
た

公
立
文
化
ホ
ー
ル
の
所
在
す
る
市
区
町
村
を
調
査
対
象
と
し
た
。
た
だ
し
、
文
化
庁
の
活
性
化
事
業
に
選
定
さ
れ
た
公
立
文
化
ホ
ー
ル
を

も
つ
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
市
区
で
、
町
も
富
士
河
口
湖
町
と
能
勢
町
の
二
つ
の
み
で
あ
る
。
村
に
つ
い
て
は
、
選
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

が
な
い
の
で
、
調
査
対
象
か
ら
外
し
て
い
る
（
図
表
2
参
照
）。
こ
の
う
ち
、
文
化
芸
術
振
興
関
係
の
条
例
、
あ
る
い
は
、
文
化
芸
術
振
興

関
係
の
指
針
・
計
画
等
の
い
ず
れ
か
を
制
定
し
て
い
る
市
区
町
を
調
査
対
象
と
し
た
。

都
道
府
県
、
市
区
町
の
い
ず
れ
も
、「
劇
場
法
」
以
後
に
条
例
改
正
が
あ
る
場
合
は
、
議
会
会
議
録
で
「
劇
場
法
」
を
受
け
た
改
正
で
あ

る
の
か
ど
う
か
を
確
認
し
た
。
指
針
・
計
画
等
に
つ
い
て
は
、
指
針
・
計
画
等
の
中
に
「
劇
場
法
」
を
受
け
た
改
訂
で
あ
る
か
ど
う
か
を

明
記
し
て
い
る
か
否
か
を
調
べ
た
。

（
二
）
調
査
結
果

⑴

都
道
府
県
の
条
例
の
状
況

都
道
府
県
で
文
化
芸
術
振
興
に
関
係
す
る
条
例
（
条
例
名
称
は
「
文
化
芸
術
振
興
基
本
条
例
」
の
他
に
「
文
化
芸
術
振
興
条
例
」、「
文

化
振
興
条
例
」、「
文
化
振
興
基
本
条
例
」
な
ど
多
様
で
あ
る
の
で
、
以
下
こ
れ
ら
都
道
府
県
の
条
例
を
ま
と
め
て
「
府
県
条
例
」
と
い
う
。）
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図表 1 都道府県の「劇場法」以後の条例・指針等の改訂状況

都道府県 事業
有無 条 例 名 制定年 法後

改正年
法言及
有無 指針・計画等の名称 策定年 法後

改訂年
法言及
有無

北 海 道 ― 北海道文化振興条例 1994 ― ― 北海道文化振興指針 1994 ― ―

青 森 県 ― ― ― ― ― 青森県文化振興ビ
ジョン 1997 ― ―

岩 手 県 あり 岩手県文化芸術振興
基本条例 2008 2014 なし 岩手県文化芸術振興

指針 2008 2015 なし

宮 城 県 ― 宮城県文化芸術振興
条例 2004 ― ― 宮城県文化芸術振興

ビジョン 2005 ― ―

秋 田 県 あり ― ― ― ― あきた文化振興ビ
ジョン 2005 2015 なし

山 形 県 ― ― ― ― ― やまがた文化振興プ
ラン 2006 ― ―

福 島 県 ― 福島県文化振興条例 2004 ― ―
福島県文化振興基本
計画
～ふくしま文化元気
創造プラン～

2010 2013 なし

茨 城 県 ― ― ― ― ― いばらき文化振興ビ
ジョン 2004 ― ―

栃 木 県 あり 栃木県文化振興条例 2008 ― ― 栃木県文化振興基本
計画 2009 ― ―

群 馬 県 あり 群馬県文化基本条例 2012 ― ― 群馬県文化振興指針 2013 ― あり

埼 玉 県 あり 埼玉県文化芸術振興
基本条例 2009 ― ― 埼玉県文化芸術振興

計画 2011 ― ―

千 葉 県 あり ― ― ― ― ちば文化振興計画 2012 ― ―
東 京 都 あり 東京都文化振興条例 1983 ― ― 東京文化ビジョン 2015 ― なし

神奈川県 あり 神奈川県文化芸術振
興条例 2008 ― ― かながわ文化芸術振

興計画 2009 2014 あり

新 潟 県 ― ― ― ― ― 新潟県文化プラン 2011 ― ―

富 山 県 あり 富山県民文化条例 1996 2014 なし 新世紀とやま文化振
興計画 2006 ― ―

石 川 県 あり いしかわ文化振興条
例 2015 ― なし 石川県文化振興指針 1996 ― ―

福 井 県 あり ― ― ― ― 福井県文化振興プラ
ン 2001 ― ―

山 梨 県 あり ― ― ― ― 山梨県文化芸術振興
ビジョン 2015 ― なし

長 野 県 ― ― ― ― ― 長野県文化芸術振興
指針 2009 ― ―

岐 阜 県 ― 岐阜県文化芸術振興
基本条例 2008 ― ― 岐阜県文化振興指針 2007 ― ―

静 岡 県 あり 静岡県文化振興基本
条例 2006 ― ― 第3期ふじのくに文

化振興基本計画 2014 ― あり

愛 知 県 あり ― ― ― ― 文化芸術創造あいち
づくり推進方針 2007 2013 あり

三 重 県 あり ― ― ― ― 新しい三重の文化振
興方針 2014 ― あり

滋 賀 県 あり 滋賀県文化振興条例 2009 ― ― 滋賀県文化振興基本
方針 2011 ― ―
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都道府県 事業
有無 条 例 名 制定年 法後

改正年
法言及
有無 指針・計画等の名称 策定年 法後

改訂年
法言及
有無

京 都 府 あり 京都府文化力による
京都活性化推進条例 2005 ― ― 京都こころの文化・

未来創造ビジョン 2012 ― なし

大 阪 府 ― 大阪府文化振興条例 2005 2013 なし 第3次大阪府文化振
興計画 2013 ― なし

兵 庫 県 あり ― ― ― ― 芸術文化振興ビジョ
ン 2004 2015 あり

奈 良 県 ― ― ― ― ― 奈良県文化芸術振興
プラン 2004 ― ―

和歌山県 ― 和歌山県文化芸術振
興条例 2009 ― ― 和歌山県文化芸術振

興基本計画 2010 ― ―

鳥 取 県 あり 鳥取県文化芸術振興
条例 2003 ― ― ― ― ― ―

島 根 県 あり 島根県文化芸術振興
条例 2011 ― ― 島根県文化振興指針 2011 ― ―

岡 山 県 ― 岡山県文化振興基本
条例 2006 ― ― おかやま文化振興ビ

ジョン 2008 2013 なし

広 島 県 ―
広島県文化芸術振興
のまちづくり推進条
例

2006 ― ― ひろしま文化・芸術
振興ビジョン 2003 ― ―

山 口 県 あり 山口県文化芸術振興
条例 2007 ― ― やまぐち文化芸術振

興プラン 2013 ― あり

徳 島 県 あり 徳島県文化振興条例 2005 2013 なし 徳島県文化振興基本
方針 2006 ― ―

香 川 県 ―
文化芸術の振興によ
る心豊かで活力あふ
れる香川づくり条例

2007 ― ― 香川県文化芸術振興
計画 2013 ― なし

愛 媛 県 ― ― ― ― ― 愛媛の文化振興指針 1998 ― ―

高 知 県 あり ― ― ― ― 高知県芸術文化振興
ビジョン 2006 ― ―

福 岡 県 あり ― ― ― ― 福岡県文化振興プラ
ン 2005 ― ―

佐 賀 県 ― ― ― ― ― 佐賀県文化振興ビ
ジョン 1997 ― ―

長 崎 県 あり ― ― ― ― ― ― ― ―

熊 本 県 あり 熊本県文化振興基本
条例 1988 ― ― 熊本県文化振興基本

方針 1989 ― ―

大 分 県 あり 大分県文化振興条例 2004 ― ― 大分県文化振興基本
方針 2005 ― ―

宮 崎 県 あり ― ― ― ― みやざき文化振興ビ
ジョン 2011 ― ―

鹿児島県 あり 鹿児島県文化芸術の
振興に関する条例 2005 ― ― 鹿児島県文化芸術振

興指針 2006 ― ―

沖 縄 県 ― 沖縄県文化芸術振興
条例 2013 ― なし 沖縄県文化振興指針 2005 ― ―

出典：文化庁、各都道府県資料から筆者作成。
凡例：「事業有無」＝文化庁活性化事業の選定を受けた都道府県立の文化ホールの

有無、「法後改正年」＝「劇場法」制定以後に改正があった場合の改正年、「法後
改訂年」＝「劇場法」制定以後に改訂があった場合の改訂年、「法言及有無」＝「劇
場法」制定への言及の有無
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図表 2 市区町の「劇場法」以後の条例・指針等の改訂状況

都道府県 市区町名 条 例 名 制定年 法後
改正年

法言及
有無 指針・計画等名称 策定年 法後

改訂年
法言及
有無

北 海 道 札 幌 市 札幌市文化芸術振
興条例 2007 ― ― 札幌市文化芸術基

本計画 2009 2015 あり

北 海 道 富良野市 ― ― ― ― ― ― ― ―
北 海 道 帯 広 市 ― ― ― ― ― ― ― ―
岩 手 県 北 上 市 ― ― ― ― ― ― ― ―

宮 城 県 仙 台 市 ― ― ― ―
仙台市における芸
術文化振興のため
の指針

2007 ― ―

福 島 県 いわき市 ― ― ― ― ― ― ― ―
茨 城 県 水 戸 市 ― ― ― ― ― ― ― ―

栃 木 県 小 山 市 小山市文化芸術振
興条例 2006 ― ― ― ― ― ―

栃 木 県 足 利 市 ― ― ― ― ― ― ― ―
群 馬 県 桐 生 市 ― ― ― ― ― ― ― ―

埼 玉 県 富士見市 富士見市文化芸術
振興条例 2012 2013 なし 富士見市文化芸術

振興基本計画 2014 ― あり

東 京 都 杉 並 区 ― ― ― ― ― ― ― ―
東 京 都 江 東 区 ― ― ― ― ― ― ― ―

東 京 都 墨 田 区 墨田区文化芸術振
興基本条例 2012 ― なし

墨田区文化芸術の
振興に関する基本
指針

2013 ― なし

東 京 都 世田谷区
世田谷区文化及び
芸術の振興に関す
る条例

2005 ― ― 世田谷区第2期文
化・芸術振興計画 2014 ― あり

東 京 都 文 京 区 ― ― ― ― ― ― ― ―

東 京 都 豊 島 区 豊島区文化芸術振
興条例 2005 ― ― ― ― ― ―

東 京 都 八王子市 ― ― ― ― 八王子市文化振興
計画 2006 ― ―

東 京 都 調 布 市 ― ― ― ― ― ― ― ―

神奈川県 横 浜 市 ― ― ― ―
横浜市文化芸術創
造都市施策の基本
的な考え方

2012 ― なし

神奈川県 川 崎 市 川崎市文化芸術振
興条例 2004 ― ― 第2期川崎市文化

芸術振興計画 2014 ― あり

神奈川県 厚 木 市 厚木市文化芸術振
興条例 2012 ― なし 厚木市文化芸術振

興プラン 2009 ― ―

新 潟 県 新 潟 市 ― ― ― ― 新潟市文化創造都
市ビジョン 2012 ― ―

新 潟 県 長 岡 市 ― ― ― ― ― ― ― ―

新 潟 県 魚 沼 市 ― ― ― ― 魚沼文化ビジョン
21 2006 2011 ―

新 潟 県 十日町市 ― ― ― ― ― ― ― ―
富 山 県 富 山 市 ― ― ― ― ― ― ― ―
石 川 県 七 尾 市 ― ― ― ― ― ― ― ―

石 川 県 金 沢 市 ― ― ― ― 金沢市文化芸術振
興プラン 2006 ― ―
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都道府県 市区町名 条 例 名 制定年 法後
改正年

法言及
有無 指針・計画等名称 策定年 法後

改訂年
法言及
有無

山 梨 県
南都留郡
富士河口
湖 町

富士河口湖町心豊
かな文化の町づく
り振興条例

2003 ― ― ― ― ― ―

長 野 県 飯 田 市 ― ― ― ― ― ― ― ―
長 野 県 茅 野 市 ― ― ― ― ― ― ― ―

長 野 県 松 本 市 松本市文化芸術振
興条例 2003 ― ― 松本市文化芸術振

興基本方針 2006 ― ―

長 野 県 上 田 市 ― ― ― ― ― ― ― ―
岐 阜 県 可 児 市 ― ― ― ― ― ― ― ―
岐 阜 県 多治見市 ― ― ― ― ― ― ― ―

静 岡 県 静 岡 市 ― ― ― ― 静岡市文化振興ビ
ジョン 2006 ― ―

愛 知 県 知 立 市 ― ― ― ― ― ― ― ―

愛 知 県 名古屋市 ― ― ― ― 名古屋市文化振興
計画 2010 ― ―

愛 知 県 豊 橋 市 ― ― ― ― ― ― ― ―
愛 知 県 長久手市 ― ― ― ― ― ― ― ―

京 都 府 京 都 市 京都文化芸術都市
創生条例 2005 ― ― 京都文化芸術都市

創生計画 2007 2012 ※あ
り

大 阪 府 豊 能 郡
能 勢 町

浄瑠璃の里文化振
興条例 2005 ― ― ― ― ― ―

大 阪 府 八 尾 市 ― ― ― ― 第2次八尾市文化
芸術振興プラン 2011 ― ―

大 阪 府 吹 田 市 吹田市文化振興基
本条例 2006 ― ― 吹田市文化振興基

本計画 2009 ― ―

兵 庫 県 伊 丹 市 ― ― ― ― ― ― ― ―

兵 庫 県 神 戸 市 ― ― ― ― 神戸文化創生都市
推進プログラム 2005 ― ―

奈 良 県 奈 良 市 奈良市文化振興条
例 2007 ― ― 奈良市文化振興計

画 2009 2014 あり

和歌山県 和歌山市 ― ― ― ― ― ― ― ―
島 根 県 松 江 市 ― ― ― ― ― ― ― ―

島 根 県 出 雲 市
21世紀出雲芸術文
化のまちづくり条
例

2005 ― ― 出雲市芸術文化振
興指針 2011 ― ―

岡 山 県 岡 山 市 ― ― ― ― 岡山市文化芸術振
興ビジョン 2012 ― ―

広 島 県 広 島 市 ― ― ― ― ― ― ― ―
広 島 県 福 山 市 ― ― ― ― ― ― ― ―
山 口 県 山 口 市 ― ― ― ― ― ― ― ―

香 川 県 高 松 市 高松市文化芸術振
興条例 2013 2014 なし 新高松市文化芸術

振興ビジョン 2007 ― ―

福 岡 県 北九州市 ― ― ― ― 北九州市文化振興
計画 2010 ― ―

福 岡 県 筑 後 市 ― ― ― ― ― ― ― ―

福 岡 県 宗 像 市 宗像市文化芸術振
興条例 2009 ― ―

宗像市文化芸術の
まちづくり10年ビ
ジョン

2011 ― ―

佐 賀 県 鳥 栖 市 ― ― ― ― ― ― ― ―



は
、
二
〇
一
五
年
三
月
末
現
在
、
二
八
の
都
道
府
県
が
府
県
条
例
を
制
定
し
て
い
る
。
そ
の
内
訳

は
、
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た
二
〇
〇
一
年
一
二
月
以
前
か
ら
制
定
さ
れ
て
い
る
も

の
が
四
、
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
制
定
後
「
劇
場
法
」
制
定
（
二
〇
一
二
年
六
月
）
ま
で
の
間
に

制
定
さ
れ
て
い
る
も
の
が
二
二
、「
劇
場
法
」
制
定
後
に
制
定
さ
れ
て
い
る
も
の
が
二
、
で
あ
る
。

「
劇
場
法
」
制
定
前
に
府
県
条
例
を
制
定
し
て
い
な
か
っ
た
都
道
府
県
は
二
一
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
制
定
し
た
都
道
府
県
の
割
合
は
、
九
･五
％
と
な
る
。

ま
た
、「
劇
場
法
」
制
定
以
前
に
府
県
条
例
を
制
定
し
て
い
た
都
道
府
県
の
う
ち
、「
劇
場
法
」

制
定
以
後
に
条
例
改
正
が
行
わ
れ
た
の
は
四
府
県
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
に
府
県
条
例
を
制
定
し
て

い
た
の
は
二
六
都
道
府
県
で
あ
る
か
ら
、「
劇
場
法
」
制
定
後
の
府
県
条
例
改
正
割
合
は
、
一
五
･

四
％
と
な
る
。

「
劇
場
法
」
制
定
後
府
県
条
例
を
制
定
や
改
正
し
た
府
県
は
六
府
県
で
あ
り
、
全
四
七
都
道
府
県

に
対
す
る
割
合
は
、
一
二
･八
％
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
府
県
条
例
に
関
す
る
限
り
、「
劇
場
法
」

制
定
後
に
な
ん
か
ら
か
の
行
動
を
起
こ
し
た
都
道
府
県
は
、
一
割
少
々
に
過
ぎ
な
い
。

六
府
県
で
条
例
の
制
定
・
改
正
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
直
ち
に
「
劇
場
法
」
の
影
響
と
み
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
六
府
県
で
、
府
県
条
例
の
制
定
・
改
正
に
「
劇
場
法
」
の

影
響
が
あ
る
の
か
否
か
を
、
当
該
府
県
の
議
会
会
議
録
で
確
認
し
た
。
そ
の
結
果
、
制
定
・
改
正

に
関
し
て
「
劇
場
法
」
に
言
及
し
て
提
案
理
由
説
明
、
あ
る
い
は
、
質
疑
で
の
発
言
が
あ
っ
た
府

県
は
一
つ
も
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
最
も
新
し
く
制
定
さ
れ
た
「
い
し
か
わ
文
化
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都道府県 市区町名 条 例 名 制定年 法後
改正年

法言及
有無 指針・計画等名称 策定年 法後

改訂年
法言及
有無

長 崎 県 大 村 市 ― ― ― ― ― ― ― ―

長 崎 県 佐世保市 ― ― ― ― 佐世保市文化振興
基本計画 2008 2014 あり

大 分 県 大 分 市 ― ― ― ― 大分市文化・芸術
振興計画 2014 ― なし

出典：文化庁、各都道府県資料から筆者作成。
凡例：「法後改正年」＝「劇場法」制定以後に改正があった場合の改正年、「法後改訂

年」＝「劇場法」制定以後に改訂があった場合の改訂年、「法言及有無」＝「劇場
法」制定への言及の有無

※京都市文化芸術都市創生計画は「劇場法」制定前に改訂されているが、「劇場法」
（仮称）についての言及がある。



振
興
条
例
」
の
議
会
審
議
に
お
い
て
は
、
提
案
者
で
あ
る
森
田
美
恵
子
県
民
文
化
局
長
が
、
条
例
制
定
の
意
義
に
つ
い
て
、「
来
る
三
月
一

四
日
に
迫
っ
た
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
」
を
第
一
に
挙
げ
て
お
り
、
そ
れ
に
続
く
質
疑
で
も
「
新
幹
線
開
業
」
が
言
及
さ
れ
て
い
る

（
76
）。

さ

ら
に
、
基
本
理
念
に
つ
い
て
は
、
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
を
前
提
に
し
て
い
る
と
説
明
し
、
答
弁
に
た
っ
た
酒
井
雅
洋
文
化
振
興
課
担
当

課
長
は
、「
今
回
制
定
す
る
本
県
の
条
例
に
つ
い
て
は
、
国
の
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
の
大
き
な
枠
組
み
に
基
づ
き
、
作
成
し
て
い
ま
す
。」

と
述
べ
て
お
り
、
二
〇
一
二
年
に
制
定
さ
れ
た
「
劇
場
法
」
に
は
一
切
の
言
及
が
な
い

（
77
）。

以
上
、
府
県
条
例
に
つ
い
て
は
、「
劇
場
法
」
制
定
の
影
響
は
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

⑵

都
道
府
県
の
指
針
・
計
画
等

四
七
都
道
府
県
で
、
文
化
芸
術
振
興
に
関
す
る
指
針
や
計
画
（
名
称
は
「
文
化
振
興
指
針
」、「
文
化
芸
術
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」、「
文
化
振

興
プ
ラ
ン
」
な
ど
多
様
で
あ
る
の
で
、
以
下
こ
れ
ら
都
道
府
県
の
指
針
や
計
画
等
を
ま
と
め
て
「
府
県
指
針
・
計
画
等
」
と
い
う
。）
を
策

定
し
て
い
る
の
は
、
二
〇
一
五
年
三
月
三
一
日
現
在
、
四
五
の
都
道
府
県
で
あ
る
（
図
表
1
参
照
）。
策
定
し
て
い
な
い
の
は
、
鳥
取
県
と

長
崎
県
で
あ
る
が
、
鳥
取
県
に
は
「
鳥
取
県
文
化
芸
術
振
興
条
例
」
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
制
定
以
前
か
ら
府
県
指
針
・
計
画
等
を
策
定
し
て
い
た
の
は
、
七
道
県
で
あ
る
。
文
化
芸
術

振
興
基
本
法
制
定
後
か
ら
「
劇
場
法
」
制
定
前
ま
で
に
策
定
し
た
の
は
、
二
九
府
県
で
あ
る

（
78
）。「

劇
場
法
」
制
定
以
後
に
府
県
指
針
・
計
画

等
を
策
定
し
た
の
は
、
九
都
府
県
で
あ
る
。「
劇
場
法
」
制
定
以
前
に
府
県
指
針
・
計
画
等
を
策
定
し
て
い
た
三
六
道
府
県
の
う
ち
、「
劇

場
法
」
制
定
以
後
に
改
訂
を
行
っ
た
の
は
、
七
県
で
あ
る
。「
劇
場
法
」
制
定
以
後
の
改
定
率
は
、
一
九
･四
％
と
な
る
。「
劇
場
法
」
制
定

以
後
に
、
府
県
指
針
・
計
画
等
を
策
定
あ
る
い
は
改
訂
し
た
の
は
、
一
六
都
府
県
に
と
ど
ま
り
、
四
七
都
道
府
県
に
対
す
る
割
合
は
、
三

四
･〇
％
と
な
る
。
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府
県
指
針
・
計
画
等
を
策
定
あ
る
い
は
改
訂
し
た
都
府
県
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
策
定
あ
る
い
は
改
訂
理
由
を
各
府
県
指
針
・
計
画
等

に
あ
た
っ
て
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、「
劇
場
法
」
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
を
策
定
あ
る
い
は
改
訂
理
由
と
し
て
明
示
的
に
掲
げ
て
い
る
も

の
は

（
79
）、

制
定
に
つ
い
て
四
、
改
訂
に
つ
い
て
三
、
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
四
七
都
道
府
県
全
体
に
対
す
る
割
合
は
、
一
四
･九
％
で
あ
る
。

こ
の
割
合
を
多
い
と
み
る
か
少
な
い
と
み
る
か
は
評
価
が
分
か
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
と
判
断
す
る
こ
と

に
異
論
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

⑶

市
区
町
の
条
例
の
状
況

市
区
町
で
文
化
振
興
に
関
係
す
る
条
例
（
条
例
名
称
は
、「
文
化
芸
術
振
興
条
例
」、「
文
化
芸
術
振
興
基
本
条
例
」、「
文
化
振
興
条
例
」、

「
文
化
振
興
基
本
条
例
」
な
ど
多
様
で
あ
る
の
で
、
以
下
こ
れ
ら
の
条
例
を
ま
と
め
て
「
市
区
町
条
例
」
と
い
う
。）
は
、
二
〇
一
五
年
三

月
末
現
在
、
文
化
庁
「
劇
場
・
音
楽
堂
等
活
性
化
事
業
」
の
「
特
別
支
援
事
業
」、「
活
動
別
支
援
事
業
」
で
選
定
さ
れ
た
公
立
文
化
ホ
ー

ル
を
持
つ
六
三
の
調
査
対
象
市
区
町
の
う
ち

（
80
）、

一
七
の
市
区
町
が
市
区
町
条
例
を
制
定
し
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
、
文
化
芸
術
振
興
基
本

法
制
定
後
「
劇
場
法
」
制
定
ま
で
の
間
に
制
定
さ
れ
て
い
る
も
の
が
一
四
、「
劇
場
法
」
制
定
後
に
制
定
さ
れ
て
い
る
も
の
が
三
、
で
あ
る
。

市
区
町
条
例
に
つ
い
て
は
、
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
制
定
以
前
に
制
定
さ
れ
た
も
の
は
な
い
。
調
査
対
象
市
区
町
の
う
ち
、「
劇
場
法
」
制

定
前
に
市
区
町
条
例
を
制
定
し
て
い
な
か
っ
た
の
は
、
調
査
対
象
の
六
三
市
区
町
の
う
ち
、
四
九
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
制
定
し
た
自
治

体
の
割
合
は
、
六
･一
％
と
な
る
。

ま
た
、「
劇
場
法
」
制
定
以
前
に
市
区
町
条
例
を
制
定
し
て
い
た
調
査
対
象
市
区
町
の
う
ち
、「
劇
場
法
」
以
後
に
条
例
改
正
が
行
わ
れ

た
の
は
、
埼
玉
県
富
士
見
市
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
に
自
治
体
条
例
を
制
定
し
て
い
た
の
は
、
一
四
市
区
町
で
あ
る
か
ら
、「
劇
場
法
」

制
定
後
の
市
区
町
条
例
改
正
割
合
は
、
七
･一
％
と
な
る
。
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「
劇
場
法
」制
定
後
市
区
町
条
例
を
制
定
や
改
正
し
た
自
治
体
は
、の
べ
五
市
区（
香
川
県
高
松
市
は
制
定
と
改
正
の
両
方
が
行
わ
れ
た
）

で
あ
り
、
調
査
対
象
市
区
町
六
三
に
対
す
る
割
合
は
、
七
･九
％
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
市
区
町
条
例
に
関
す
る
限
り
、「
劇
場
法
」
制
定

後
に
何
ら
か
の
行
動
を
起
こ
し
た
調
査
対
象
市
区
町
は
、
一
割
に
満
た
な
い
。

制
定
や
改
正
の
あ
っ
た
の
べ
五
市
区
に
つ
い
て
、「
劇
場
法
」
の
影
響
が
あ
っ
た
の
か
を
各
議
会
の
会
議
録
に
よ
っ
て
確
認
し
た
。「
劇

場
法
」
制
定
以
後
に
市
区
町
条
例
を
制
定
し
た
三
市
区
（
東
京
都
墨
田
区
、
神
奈
川
県
厚
木
市
、
高
松
市
）
の
条
例
と
も
、
条
例
制
定
時

の
議
会
会
議
録
を
見
る
限
り
、「
劇
場
法
」
に
関
す
る
言
及
は
な
い
。
改
正
の
あ
っ
た
二
市
の
う
ち
、
富
士
見
市
は
、
文
化
芸
術
振
興
基
本

計
画
策
定
に
向
け
て
富
士
見
市
文
化
芸
術
振
興
委
員
会
を
作
り
、
そ
の
意
見
を
聴
く
こ
と
と
し
、
そ
の
根
拠
規
定
を
条
例
に
盛
り
込
ん
だ

も
の
で
あ
っ
た
。
改
正
の
同
日
に
、
富
士
見
市
文
化
芸
術
振
興
委
員
会
条
例
を
制
定
し
て
い
る
。
高
松
市
に
つ
い
て
は
、
高
松
市
特
別
職

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
一
年
高
松
市
条
例
第
二
〇
号
）
の
一
部
改
正
等
に
対
応
し
た
用
字
用
語
整
備
の
た
め
の

改
正
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
富
士
見
市
、
高
松
市
の
い
ず
れ
も
、
直
接
的
に
「
劇
場
法
」
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
は

言
い
が
た
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
市
区
町
条
例
に
つ
い
て
も
、
府
県
条
例
と
同
様
、「
劇
場
法
」
制
定
の
影
響
は
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

⑷

市
区
町
の
指
針
・
計
画
等

調
査
対
象
市
区
町
で
文
化
振
興
に
関
す
る
指
針
や
計
画
（
名
称
は
、「
文
化
芸
術
基
本
計
画
」、「
文
化
芸
術
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」、「
文
化
振

興
プ
ラ
ン
」、
な
ど
多
様
で
あ
る
）
を
策
定
し
て
い
る
の
は
、
二
〇
一
五
年
三
月
末
現
在
、
調
査
対
象
市
区
町
六
三
の
う
ち
、
二
七
市
区
で

あ
る
（
調
査
対
象
と
な
っ
た
二
つ
の
町
は
指
針
や
計
画
等
を
策
定
し
て
い
な
い
の
で
、
以
下
「
市
区
指
針
・
計
画
等
」
と
い
う
。）。
こ
れ

ら
の
市
区
指
針
・
計
画
等
は
、
い
ず
れ
も
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
制
定
以
後
に
策
定
さ
れ
て
い
る
（
図
表
2
参
照
）。
文
化
芸
術
振
興
基
本
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法
制
定
以
後
「
劇
場
法
」
制
定
前
ま
で
に
策
定
し
た
の
は
、
二
一
市
で
あ
る
。「
劇
場
法
」
制
定
以
後
に
策
定
し
た
の
は
、
六
市
区
と
な
っ

て
い
る
。「
劇
場
法
」
制
定
以
前
に
市
区
指
針
・
計
画
等
を
策
定
し
て
い
た
二
一
市
の
う
ち
、「
劇
場
法
」
制
定
以
後
に
改
訂
を
行
っ
た
の

は
、
三
市
で
あ
る
。
改
訂
割
合
は
、
一
四
･三
％
と
な
る
。「
劇
場
法
」
制
定
以
後
に
市
区
指
針
・
計
画
等
を
策
定
あ
る
い
は
改
訂
を
行
っ

た
の
は
、
合
計
で
九
市
区
と
な
る

（
81
）。

「
劇
場
法
」
制
定
以
後
に
策
定
や
改
訂
を
行
っ
た
市
区
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
策
定
あ
る
い
は
改
訂
理
由
を
各
市
区
指
針
・
計
画
等
に
あ

た
っ
て
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、「
劇
場
法
」
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
を
策
定
あ
る
い
は
改
訂
理
由
と
し
て
明
示
的
に
掲
げ
て
い
る
も
の
は

（
82
）、

制
定
に
つ
い
て
三
市
区
、
改
訂
に
つ
い
て
三
市
、
の
合
計
六
市
区
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
調
査
対
象
市
区
町
六
三
に
対
す
る
割
合
は
、
九
･

五
％
で
あ
る
。
こ
れ
は
調
査
対
象
市
区
町
に
対
す
る
割
合
で
あ
り
、
都
道
府
県
の
場
合
と
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
都
道

府
県
よ
り
も
少
な
い
結
果
と
な
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
と
判
断
す
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

⑸
「
劇
場
法
」
の
影
響

以
上
見
た
よ
う
に
、
都
道
府
県
に
お
い
て
も
、
文
化
庁
の
「
劇
場
・
音
楽
堂
等
活
性
化
事
業
」
の
「
特
別
支
援
事
業
」、「
活
動
別
支
援

事
業
」
で
選
定
さ
れ
た
公
立
文
化
ホ
ー
ル
を
持
つ
六
三
の
調
査
対
象
市
区
町
に
お
い
て
も
、
文
化
芸
術
振
興
関
連
の
条
例
を
「
劇
場
法
」

を
意
識
し
て
制
定
な
い
し
改
正
し
た
自
治
体
は
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
文
化
芸
術
振
興
関
連
の
指
針
・
計
画
等
に
つ
い
て
も
、

「
劇
場
法
」
を
意
識
し
て
策
定
・
改
訂
し
た
自
治
体
は
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
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五
「
劇
場
法
」
以
後
の
公
立
文
化
ホ
ー
ル
に
関
す
る
考
察

（
一
）「
劇
場
法
」
の
影
響
が
限
定
的
な
要
因

先
に
紹
介
し
た
国
会
審
議
に
お
い
て
、
池
坊
保
子
衆
議
院
文
教
科
学
委
員
会
委
員
は
、「
文
化
庁
が
劇
場
法
を
先
取
り
す
る
感
じ
で
、
平

成
二
二
年
度
か
ら
、
優
れ
た
劇
場
・
音
楽
堂
か
ら
の
創
造
発
信
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。」
と
紹
介
し
て
い
る

（
83
）。

と
こ
ろ
が
、
前

節
で
み
た
よ
う
に
、
こ
う
し
た
文
化
庁
の
施
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
劇
場
法
」
制
定
後
も
地
方
自
治
体
に
お
い
て
、
そ
の
理
念
や
手
法
が

定
着
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
筆
者
は
、
す
で
に
北
海
道
内
市
町
村
に
つ
い
て
い
わ
ゆ
る
「
専
門
ホ
ー
ル
」
を
有
す
る
自
治
体
の
文

化
芸
術
振
興
に
関
す
る
条
例
や
計
画
の
制
定
・
改
訂
状
況
を
調
査
し
、「
劇
場
法
」
制
定
に
よ
る
改
訂
の
進
行
が
唯
一
札
幌
市
の
文
化
芸
術

基
本
計
画
に
の
み
見
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

（
84
）。

本
稿
で
は
、
事
例
と
し
て
は
、
全
国
の
自
治
体
の
条
例
や
指
針
・
計
画
等
の
改
正
、

改
訂
状
況
を
調
査
し
、北
海
道
内
市
町
村
の
場
合
と
同
様
、「
劇
場
法
」の
影
響
は
限
定
的
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

そ
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
三
つ
の
可
能
性
を
提
起
し
て
み
た
い
。

仮
説
1
：
分
権
改
革
に
よ
り
自
治
体
が
独
自
判
断
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

仮
説
2
：
政
策
形
成
過
程
に
お
い
て
推
進
者
と
関
係
者
と
の
間
の
思
惑
に
乖
離
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、「
劇
場
法
」
は
、「
呉
越
同
舟
」

と
も
言
え
る
状
況
の
中
で
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
乖
離
が
地
方
自
治
体
へ
の
浸
透
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
政
策
実
施
研
究
に
お
い
て
「
実
施
の
ギ
ャ
ッ
プ
」
と
呼
ば
れ
る
現
象
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

仮
説
3
：
民
主
党
政
権
下
で
の
法
制
定
で
あ
っ
た
の
に
、
自
民
党
へ
の
政
権
交
代
と
と
も
に
、
中
央
政
府
の
熱
意
が
薄
れ
た
。
こ
の
た
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め
政
策
の
普
及
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

以
下
、
上
記
三
つ
の
仮
説
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
み
る
。

（
二
）
仮
説
の
検
討

仮
説
1
：
自
治
体
の
独
自
判
断

国
会
審
議
で
も
示
さ
れ
た
が
、
の
ち
に
述
べ
る
よ
う
に
、「
劇
場
法
」
の
目
指
す
も
の
は
、
地
方
分
権
の
流
れ
に
反
し
て
い
る
と
言
え
な

く
も
な
い
。
む
し
ろ
、
地
方
自
治
体
は
、
地
方
分
権
の
流
れ
に
そ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
芸
術
振
興
を
図
っ
て
お
り
、「
劇
場
法
」
の
理

念
や
規
定
あ
る
い
は
文
化
庁
の
指
針
等
に
関
わ
り
な
く
公
立
文
化
ホ
ー
ル
の
活
用
を
独
自
に
判
断
し
て
い
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
中
に
は
、「
劇
場
法
」
の
規
定
す
る
「
劇
場
、
音
楽
堂
等
」
は
、
高
尚
な
事
業
で
あ
っ
て
、
当
該
自
治
体
（
わ
が
ま
ち
）
に
は
関
係
の

な
い
こ
と
だ
と
受
け
止
め
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

す
で
に
触
れ
た
国
会
審
議
に
お
い
て
、
当
時
の
平
野
博
文
文
部
科
学
大
臣
が
、「
い
か
に
こ
の
法
律
の
持
つ
意
味
を
地
方
公
共
団
体
に
徹

底
を
し
て
い
く
か
」
が
大
事
だ
、
あ
る
い
は
、「
ま
ず
地
方
公
共
団
体
が
し
っ
か
り
と
認
識
を
し
て
も
ら
う
」
と
答
弁
し
て
い
る
よ
う
に
、

「
劇
場
法
」
の
理
念
や
目
的
を
実
現
す
る
に
は
、
地
方
自
治
体
に
文
部
科
学
省
文
化
庁
が
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
後
、
二
〇
一
三
年
三
月
に
「
劇
場
、
音
楽
堂
等
の
事
業
の
活
性
化
の
た
め
の
取
組
に
関
す
る
指
針
」
が
文
部
科
学
大
臣
か
ら
発
せ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
指
針
で
は
、
第
三
が
「
国
、
地
方
公
共
団
体
の
取
組
等
に
関
す
る
事
項
」
と
な
っ
て
お
り
、
二
で
「
地
方
公
共
団
体
の
取

組
に
関
す
る
事
項
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、「
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
対
応
を
行
う
も
の
と
す
る
」
と
な
っ
て
お
り
、
八

つ
の
事
項
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
あ
く
ま
で
「
適
切
な
対
応
を
行
う
も
の
と
す
る
」
で
あ
り
、
義
務
付
け
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
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「
劇
場
法
」
制
定
以
前
か
ら
、
公
立
文
化
ホ
ー
ル
の
活
用
の
仕
方
と
し
て
、
ま
さ
に
「
劇
場
法
」
の
理
念
や
事
業
を
実
施
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
て
き
た
自
治
体
に
水
戸
市
が
あ
る
。
水
戸
市
に
つ
い
て
は
、
文
化
行
政
論
に
お
い
て
、
公
立
文
化
ホ
ー
ル
を
優
れ
た
芸
術
文
化
振

興
の
砦
と
し
て
活
用
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
を
「
水
戸
方
式
」
と
呼
ん
で
い
た

（
85
）。

水
戸
市
に
つ
い
て
は
、
文
化
芸
術
振
興
に
係
る
条
例
は
、

水
戸
市
芸
術
基
金
振
興
条
例
と
水
戸
芸
術
館
条
例
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
劇
場
法
」
の
影
響
は
受
け
て
い
な
い
。
ま
た
、
水
戸
市
に
は

指
針
・
計
画
等
も
策
定
さ
れ
て
い
な
い
。

「
劇
場
法
」
は
、
こ
れ
ま
で
そ
れ
ほ
ど
文
化
芸
術
振
興
と
関
係
な
く
〈
単
な
る
〉
ハ
コ
モ
ノ
と
し
て
の
公
立
文
化
ホ
ー
ル
を
設
置
し
て
き

た
自
治
体
等
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
自
治
体
は
、「
劇
場
法
」
に
関
心
を
も
っ
て
い
る
と

は
思
え
な
い
。

「
劇
場
法
」
を
う
ま
く
使
え
る
と
判
断
し
た
自
治
体
は
、
札
幌
市
の
よ
う
に
「
劇
場
法
」
の
理
念
等
を
取
り
入
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

仮
説
2
：
呉
越
同
舟
に
よ
る
「
実
施
の
ギ
ャ
ッ
プ
」

仮
説
2
は
、「
劇
場
法
」
を
巡
る
当
事
者
（
芸
術
家
・
舞
台
技
術
者
・
ア
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
）
間
の
熱
意
の
ズ
レ
に
よ
り
、
地
元
の

芸
術
家
な
ど
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
、
と
す
る
仮
説
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
政
策
実
施
研
究
が
提
示
し
た
「
実
施
の
ギ
ャ
ッ
プ
」
を
生
み
出

す
要
因
と
な
る

（
86
）。「

劇
場
法
」
制
定
の
影
響
が
自
治
体
に
及
ん
で
い
な
い
こ
と
の
解
釈
と
し
て
、
こ
の
仮
説
は
魅
力
的
で
は
あ
る
も
の
の
、

こ
れ
だ
け
で
説
明
可
能
と
も
思
わ
れ
な
い
。
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仮
説
3
：
政
権
交
代

仮
説
3
は
、「
劇
場
法
」
は
民
主
党
政
権
下
で
の
立
法
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
後
自
民
党
政
権
と
な
り
実
施
が
滞
っ
て
い
る
、
と
す
る
仮

説
で
あ
る
。
民
主
党
政
権
が
公
約
に
基
づ
い
て
実
施
し
た
一
括
交
付
金
（「
地
域
自
主
戦
略
交
付
金
」）
制
度
が
二
〇
一
二
年
一
二
月
の
自

民
党
政
権
へ
の
政
権
交
代
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
等
の
事
例
が
あ
る
の
で
、
説
得
力
が
あ
り
そ
う
な
仮
説
で
あ
る
。
し
か
し
、
政
権
交
代
は

政
策
革
新
の
十
分
条
件
で
も
な
け
れ
ば
、
必
要
条
件
で
も
な
い
と
す
る
研
究
が
あ
る

（
87
）。

し
た
が
っ
て
、
政
権
交
代
を
「
劇
場
法
」
が
地
方

自
治
体
に
そ
れ
ほ
ど
影
響
を
与
え
て
い
な
い
論
拠
と
す
る
に
は
、
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
文
化
庁
予
算
の
「
文

化
芸
術
創
造
活
動
へ
の
効
果
的
な
支
援
」
に
関
し
て
は
、
大
き
な
変
化
は
な
い
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
仮
説
も
、「
劇
場
法
」
の

影
響
が
限
定
的
で
あ
る
こ
と
の
説
明
と
は
な
り
に
く
い
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
関
係
者
の
熱
意
の
結
実
と
し
て
成
立
し
た
「
劇
場
法
」
の
影
響
が
地
方
自
治
体
に
及
ん
で
い
る
か
に
つ
い
て
調
査
し
、
現

時
点
で
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
三
つ
の
仮
説
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

公
共
政
策
の
策
定
の
分
析
に
関
し
て
は
、「
政
策
の
窓
」
モ
デ
ル
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る

（
88
）。「

劇
場
法
」
制
定
は
、「
政
策
の
窓
」
が
開
い

て
実
現
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、「
劇
場
法
」
の
執
行
過
程
で
は
、
今
の
と
こ
ろ
大
き
な
「
政
策
の
窓
」
が
開
い
て
い
る
と
ま
で

評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
執
行
過
程
で
の
「
政
策
の
窓
」
を
大
き
く
開
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
は
本
稿
の
目
指

す
も
の
で
は
な
い
。「
劇
場
法
」
の
制
定
推
進
を
促
し
て
き
た
人
び
と
は
、
主
に
西
洋
の
劇
場
を
モ
デ
ル
に
「
劇
場
法
」
の
必
要
性
を
論
じ

て
い
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
西
洋
で
は
、
劇
場
は
「
プ
ロ
」
の
舞
台
で
あ
り
、
そ
こ
に
ア
マ
チ
ュ
ア
が
立
つ
こ
と
を
想
定
し
て
い
な
い
。
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ア
マ
チ
ュ
ア
が
プ
ロ
と
同
じ
〝
場
〞
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
す
る
こ
と
は
西
洋
で
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
と
さ
れ
る

（
89
）。

と
こ
ろ
が
、
日
本
で

は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
が
自
分
で
芸
を
楽
し
み
、
周
り
も
そ
れ
を
温
か
く
見
る
傾
向
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

（
90
）。

こ
の
よ
う
な
〝
舞
台
〞
に
対
す
る

彼
我
の
認
識
や
実
態
の
違
い
を
無
視
し
て
、
西
洋
風
の
価
値
観
を
公
立
文
化
ホ
ー
ル
に
求
め
る
こ
と
は
無
理
が
あ
る
よ
う
に
も
思
え
る
。

も
ち
ろ
ん
、
私
的
空
間
（
民
間
舞
台
）
に
お
い
て
西
洋
風
価
値
観
を
追
求
す
る
こ
と
は
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
税
金
を
投
入

す
る
「
公
共
財
」
と
し
て
の
公
立
文
化
ホ
ー
ル
は
、
日
本
の
伝
統
的
活
用
法
に
則
ら
な
け
れ
ば
、
納
税
者
（
市
民
）
の
理
解
は
得
ら
れ
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。

推
進
派
の
意
気
込
み
に
も
関
わ
ら
ず
、「
劇
場
法
」
の
理
念
や
実
態
の
地
方
自
治
体
へ
の
浸
透
が
遅
れ
て
い
る
の
は
、
市
民
の
支
持
を
得

に
く
い
か
ら
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
地
方
自
治
体
が
、「
劇
場
法
」
に
基
づ
い
た
政
策
や
施
策
、
事
業
に
つ
い
て
積
極
的
に
な
っ
て
い

な
い
よ
う
に
見
え
る
の
は
、
市
民
の
支
持
を
得
に
く
い
と
考
え
て
い
る
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

最
後
に
、
本
稿
で
十
分
に
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
点
を
挙
げ
、
今
後
の
研
究
を
進
め
る
上
で
の
論
点
を
示
し
て
お
き
た
い
。

第
一
は
、
三
つ
の
仮
説
を
提
示
し
た
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仮
説
に
つ
い
て
、
十
分
な
検
証
を
行
っ
た
と
は
言
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
仮
説
も
、
公
立
文
化
ホ
ー
ル
に
関
連
す
る
条
例
、
自
治
体
の
指
針
・
計
画
等
の
「
劇
場
法
」
制
定
に
よ
る
変
化
を
調
べ
る
過
程

で
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
三
つ
の
仮
説
が
示
し
た
論
点
が
複
合
し
て
、「
劇
場
法
」
の
地
方
自
治

体
へ
の
影
響
が
限
定
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
仮
説
の
確
か
さ
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
言
え

る
。第

二
は
、「
劇
場
法
」
の
影
響
に
直
接
関
わ
る
と
ま
で
は
言
え
な
い
が
、
自
治
体
財
政
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

各
自
治
体
に
し
て
み
れ
ば
、「
劇
場
法
」
の
理
念
や
仕
組
み
を
公
立
文
化
ホ
ー
ル
の
活
用
に
取
り
入
れ
、
条
例
や
指
針
・
計
画
等
を
改
訂
し

よ
う
と
し
て
も
、
財
源
の
裏
付
け
な
く
安
易
に
国
の
政
策
に
従
う
こ
と
は
、
財
源
面
で
の
住
民
の
支
持
を
得
ら
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ

北研 51 (1・85) 85

自治体文化政策への国のコントロール



と
を
危
惧
し
、
改
訂
に
踏
み
切
れ
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

第
三
に
、
今
回
は
市
区
町
村
に
つ
い
て
は
、
文
化
庁
「
劇
場
・
音
楽
堂
等
活
性
化
事
業
」
の
「
特
別
支
援
事
業
」、「
活
動
別
支
援
事
業
」

に
選
定
さ
れ
た
公
立
文
化
ホ
ー
ル
が
あ
る
自
治
体
を
対
象
と
し
て
調
査
を
行
っ
た
。
今
後
は
、
さ
ら
に
多
く
の
市
区
町
村
に
つ
い
て
同
様

の
調
査
を
行
い
、
精
度
を
上
げ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、「
劇
場
法
」
制
定
後
日
時
が
経
過
す
る
と
、
自
治
体
の
対
応
に
も
変
化
が
現
れ
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
継
続
的
に
調
査
を
行
い
、
そ
う
し
た
変
化
を
捉
え
て
、
考
察
を
深
め
る
こ
と
も
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

第
四
に
、
今
回
は
、
取
り
上
げ
た
自
治
体
へ
の
現
地
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
は
、
改
訂
が
行
わ
れ
た
自
治
体
、
行

わ
れ
な
か
っ
た
自
治
体
等
、
主
な
自
治
体
へ
の
現
地
調
査
を
行
い
、
改
訂
が
行
わ
れ
た
理
由
や
、
改
訂
を
行
っ
て
い
な
い
理
由
を
探
る
こ

と
に
よ
り
、
さ
ら
に
研
究
内
容
を
深
め
て
行
き
た
い
。

（
1
）
本
稿
で
は
、「
公
立
文
化
ホ
ー
ル
」
を
、
市
町
村
が
地
方
自
治
法
二
四
四
条
に
基
づ
き
「
公
の
施
設
」
と
し
て
設
立
し
て
い
る
も
の
で
、
ホ
ー
ル
形
式
の
建

物
の
中
に
、
固
定
さ
れ
た
舞
台
と
客
席
が
備
え
付
け
ら
れ
、
音
響
や
照
明
な
ど
の
実
演
芸
術
の
際
に
必
要
と
な
る
設
備
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
す

る
。
文
部
科
学
省
社
会
教
育
調
査
で
は
、
こ
う
し
た
ホ
ー
ル
を
「
文
化
会
館
」
と
し
て
お
り
、
そ
の
定
義
は
、「
地
方
公
共
団
体
、
独
立
行
政
法
人
又
は
民
間

が
設
置
す
る
文
化
会
館
（
劇
場
、
市
民
会
館
、
文
化
セ
ン
タ
ー
等
）
で
座
席
数
三
〇
〇
以
上
の
ホ
ー
ル
を
有
す
る
も
の
」
で
あ
る
。
社
団
法
人
全
国
公
立
文

化
施
設
協
会
（
二
〇
一
三
年
四
月
よ
り
公
益
社
団
法
人
全
国
公
立
文
化
施
設
協
会
）
は
、
こ
う
し
た
ホ
ー
ル
を
持
つ
施
設
（「
劇
場
、
音
楽
堂
等
の
活
性
化
に

関
す
る
法
律
」
施
行
後
は
、
こ
の
法
律
が
対
象
と
す
る
劇
場
、
音
楽
堂
等
）
を
「
公
立
文
化
施
設
」
と
し
て
お
り
、「
音
楽
・
演
劇
・
舞
踊
・
映
画
等
の
上
演
、

文
化
芸
術
の
振
興
等
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
施
設
」
と
規
定
し
て
い
る
（
社
団
法
人
全
国
公
立
文
化
施
設
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://w
w
w
.zenkoubun.

jp/about/index.htm
l
二
〇
一
〇
年
九
月
二
五
日
参
照
）。
ま
た
、
財
団
法
人
地
域
創
造
（
二
〇
一
四
年
四
月
よ
り
一
般
財
団
法
人
地
域
創
造
）
で
も
公
立

文
化
施
設
の
実
態
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
対
象
と
な
る
「
公
立
文
化
施
設
」
は
、「
ホ
ー
ル
」「
美
術
館
」「
練
習
場
・
創
作
工
房
」「
複
合
施
設
」
で

あ
る
。「
ホ
ー
ル
」
に
つ
い
て
も
、
舞
台
芸
術
の
公
演
を
主
用
途
と
す
る
ホ
ー
ル
（「
専
用
ホ
ー
ル
」）
と
、
ア
リ
ー
ナ
や
公
民
館
等
舞
台
芸
術
の
公
演
を
主
用

途
と
し
な
い
が
現
に
公
演
を
行
う
ホ
ー
ル
（「
そ
の
他
ホ
ー
ル
」）
に
分
類
し
て
い
る
。
財
団
法
人
地
域
創
造
「
平
成
一
九
年
度
地
域
の
公
立
文
化
施
設
実
態
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調
査
報
告
書
」（
二
〇
〇
八
年
三
月
）、
三
頁
参
照
。
な
お
、
二
〇
〇
九
年
以
降
の
各
種
調
査
に
お
い
て
も
こ
の
「
公
立
文
化
施
設
」
の
定
義
を
踏
襲
し
て
い

る
。

（
2
）
公
益
社
団
法
人
日
本
芸
能
実
演
家
団
体
協
議
会
は
、「
日
本
芸
能
実
演
家
団
体
協
議
会
」と
し
て
一
九
六
五
年
一
二
月
に
設
立
総
会
が
開
か
れ
設
立
さ
れ
た
。

内
閣
府
公
益
認
定
等
委
員
会
か
ら
公
益
認
定
を
受
け
公
益
社
団
法
人
と
な
っ
た
の
は
、
二
〇
一
二
年
四
月
で
あ
る
。

（
3
）
社
団
法
人
日
本
芸
能
実
演
家
団
体
協
議
会
が
、
文
部
科
学
省
政
策
会
議
（
二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
六
日
）
に
提
出
し
た
『
社
会
の
活
力
と
創
造
的
な
発
展

を
つ
く
り
だ
す
劇
場
法
（
仮
称
）
の
提
言
―
実
演
芸
術
の
創
造
、
公
演
、
普
及
を
促
進
し
社
会
に
活
力
を
も
た
ら
す
拠
点
の
形
成
を
』
で
は
、「
地
方
公
共

団
体
の
設
置
す
る
『
公
の
施
設
』
の
一
領
域
で
あ
る
公
立
文
化
施
設
の
内
、
美
術
館
・
博
物
館
、
図
書
館
は
法
律
で
目
的
・
事
業
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
実
演
芸
術
の
公
演
設
備
を
有
す
る
『
公
の
施
設
』
で
あ
る
市
民
会
館
、
文
化
会
館
、
芸
術
館
な
ど
様
々
な
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
公
立
文
化
施
設
の
ほ

と
ん
ど
は
実
演
芸
術
の
公
演
だ
け
で
な
く
集
会
施
設
と
し
て
の
目
的
を
併
せ
持
つ
な
ど
、
そ
の
事
業
も
多
種
多
様
で
あ
り
、
国
民
の
間
で
は
こ
れ
ら
の
公
立

文
化
施
設
が
実
演
芸
術
の
創
造
、
公
演
、
普
及
、
教
育
の
機
関
と
し
て
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
の
理
解
や
認
識
が
乏
し
く
、
こ
の
こ
と
が
実
演

芸
術
の
振
興
発
展
を
阻
害
す
る
一
因
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
国
が
先
導
的
に
、『
劇
場
・
音
楽
堂
』
の
目
的
や
機
能
を
明
確
に
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

公
立
文
化
施
設
が
実
演
芸
術
の
振
興
に
果
た
し
て
い
る
役
割
の
強
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。」
と
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
社
団
法
人
日
本
芸
能
実
演

家
団
体
協
議
会
『
実
演
芸
術
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
2010』（
二
〇
一
〇
年
六
月
）
な
ど
を
参
照
。

（
4
）
同
右
。
な
お
、
芸
団
協
の
表
記
や
「
劇
場
法
」
で
は
「
実
演
芸
術
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、「
舞
台
芸
術
」
と
す
る
表
記
も
使
わ
れ
て
き
て
お
り
、
本
稿

に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
を
特
に
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
者
の
使
い
方
に
沿
っ
て
表
記
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
5
）
二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
六
日
に
、
社
団
法
人
日
本
芸
能
実
演
家
団
体
協
議
会
・
社
団
法
人
日
本
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
連
盟
・
社
団
法
人
劇
団
協
議
会
が
文
部
科

学
省
政
策
会
議
に
対
し
て
『「
実
演
芸
術
に
よ
る
社
会
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
提
言
』
を
行
っ
た
。
提
言
の
副
題
は
、『「
社
会
の
活
力
と
創
造
的
な
発
展
を
つ

く
り
だ
す
劇
場
法
」（
仮
称
）
の
提
案
と
実
演
芸
術
へ
の
支
援
の
あ
り
方
の
見
直
し
に
よ
る
国
、
地
方
公
共
団
体
と
民
間
の
協
働
に
よ
る
文
化
芸
術
振
興
の
総

合
的
な
政
策
フ
レ
ー
ム
づ
く
り
』
で
あ
っ
た
。
提
言
は
、
http://w
w
w
.m
ext.go.jp/b_m
enu/seisakukaigi/syousai/siryo/1291020.htm
で
読
む
こ

と
が
で
き
る
（
二
〇
一
五
年
四
月
二
〇
日
参
照
）。

（
6
）
二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
六
日
に
開
催
さ
れ
た
第
一
〇
回
文
部
科
学
省
政
策
会
議
に
つ
い
て
は
、
http://w
w
w
.m
ext.go.jp/b_m
enu/seisakukaigi/

syousai/1288445.htm
（
二
〇
一
五
年
四
月
二
〇
日
参
照
）
を
参
照
。

（
7
）
文
化
芸
術
振
興
法
は
、
第
二
五
条
で
、
劇
場
、
音
楽
堂
等
の
充
実
に
つ
い
て
「
国
は
、
劇
場
、
音
楽
堂
等
の
充
実
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
施
設
に
関
し
、

自
ら
の
設
置
等
に
係
る
施
設
の
整
備
、公
演
等
へ
の
支
援
、芸
術
家
等
の
配
置
等
へ
の
支
援
、情
報
の
提
供
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。」

北研 51 (1・87) 87

自治体文化政策への国のコントロール



と
規
定
し
て
い
る
。

（
8
）
http://w
w
w
.geidankyo.or.jp/12kaden/04pro/sem
inar/shinkoukadai3.htm
l

社
団
法
人
日
本
芸
能
実
演
家
団
体
協
議
会
『
劇
場
事
業
法
（
仮
称
）
の
提
案
―
舞
台
芸
術
の
振
興
の
た
め
に
「
劇
場
」
の
基
盤
整
備
を
』（
二
〇
〇
二
年

八
月
）、
参
照
。

（
9
）
柾
木
博
行
「
劇
場
法
に
よ
る
創
作
環
境
の
変
化
」（
国
際
演
劇
評
論
家
協
会
日
本
セ
ン
タ
ー
『
第
三
次

シ
ア
タ
ー
ア
ー
ツ
』
四
三
号
二
〇
一
〇
夏
、
晩
成

書
房
、
二
〇
一
〇
年
六
月
二
五
日
発
行
）、
一
三
九
頁
。

（
10
）
以
下
の
記
述
は
、
社
団
法
人
日
本
芸
能
実
演
家
団
体
協
議
会
等
が
文
部
科
学
省
政
策
会
議
に
提
出
し
た
『「
実
演
芸
術
に
よ
る
社
会
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

提
言
』（
前
掲
）
に
よ
る
。
な
お
、
芸
団
協
は
、『
社
会
の
活
力
と
創
造
的
な
発
展
を
つ
く
り
だ
す
劇
場
法
（
仮
称
）
の
提
言
―
実
演
芸
術
の
創
造
、
公
演
、

普
及
を
促
進
し
社
会
に
活
力
を
も
た
ら
す
拠
点
の
形
成
を
』（
前
掲
）
で
も
同
様
の
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
文
部
科
学
省
政
策
会
議
へ
の
提
言
に
、
後
記
の

提
言
が
そ
の
ま
ま
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）
同
右
。

（
12
）
同
右
。

（
13
）
http://w
w
w
2.dpj.or.jp/policy/m
anifesto/seisaku2009/im
g/IN
D
EX
2009.pdf「
民
主
党
政
策
集
IN
D
EX
2009」（
二
〇
一
五
年
四
月
二
〇
日

参
照
）。

（
14
）
柾
木
博
行
「
劇
場
法
に
よ
る
創
作
環
境
の
変
化
」、
前
掲
、
一
三
九
頁
。

（
15
）
た
と
え
ば
、
村
井
健
「
全
体
像
の
見
え
な
い
仮
称
『
劇
場
法
』」（『
テ
ア
ト
ロ
』
No.
八
三
九
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
）、
二
八
―
三
〇
頁
を
参
照
。

（
16
）
以
下
の
記
述
は
、
平
田
オ
リ
ザ
『
芸
術
立
国
論
』（
集
英
社
、
二
〇
〇
一
）、
四
五
―
一
三
八
頁
に
よ
っ
て
い
る
。

（
17
）
大
室
一
也
・
藤
谷
浩
二
「
文
化
政
策

目
指
す
方
向
は

拠
点
作
り
に
「
劇
場
法
」
縦
割
り
予
算
を
一
本
化
」（『
朝
日
新
聞
』、
二
〇
〇
九
年
一
一
月
二

日
）
参
照
。

（
18
）
平
田
オ
リ
ザ
「
新
年
度
に
あ
た
っ
て

文
化
政
策
を
め
ぐ
る
私
の
見
解
」（
青
年
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
主
宰
か
ら
の
定
期
便

平
田
オ
リ
ザ
か
ら
、
皆
様

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。」
掲
載
日
：
二
〇
一
〇
年
四
月
一
日
）
に
よ
る
。
http://w
w
w
.seinendan.org/jpn/oriza/m
sg/参
照
。

（
19
）
平
田
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、「
創
る
劇
場
」
を
一
〇
〇
か
ら
二
〇
〇
程
度
と
し
て
い
る
が
、
新
聞
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
で
は
、
当
面
「
創
る
劇
場
」
を
三

〇
〜
五
〇
館
指
定
し
、
将
来
的
に
は
「
創
る
」
と
「
観
る
」
を
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
〇
程
度
指
定
す
る
と
し
て
い
る
。
平
田
オ
リ
ザ
「
創
作
力
も
公
益
性
も
ア
ッ

プ
」（『
朝
日
新
聞
』
大
阪
本
社
、
二
〇
一
〇
年
三
月
一
九
日
夕
刊
）
参
照
。
ま
た
、
平
田
へ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
に
基
づ
く
高
橋
豊
「
劇
場
法
で
『
ソ
フ
ト
の
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地
産
地
消
』
を
」（
毎
日
新
聞
ま
い
ま
い
ク
ラ
ブ
、
二
〇
一
〇
年
二
月
五
日
）
も
同
様
に
当
面
「
創
る
劇
場
」
を
三
〇
〜
五
〇
カ
所
を
ま
ず
設
け
た
い
と
い
う

平
田
の
見
解
を
紹
介
し
て
い
る
（
https://m
y-m
ai.m
ainichi.co.jp/m
ym
ai/m
oules/w
eblog_eye103/details.php?blog_id=919）。
な
お
、
平
田
は

「
創
る
劇
場
」「
観
る
劇
場
」
と
表
記
し
て
い
る
が
、
新
聞
記
事
や
高
橋
豊
の
ブ
ロ
グ
で
は
「
作
る
劇
場
」「
見
る
劇
場
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
20
）
http://w
w
w
.seinendan.org/jpn/oriza/m
sg/、「
新
年
度
に
あ
た
っ
て

文
化
政
策
を
め
ぐ
る
私
の
見
解
」、
前
掲
、
参
照
。

（
21
）
同
右
。

（
22
）
今
村
修
「
見
聞
考

劇
場
法
構
想

秋
に
も
本
格
化
か
―
劇
場
助
成

嵐
の
予
感
」（『
朝
日
新
聞
』
大
阪
本
社
、
二
〇
一
〇
年
三
月
一
九
日
夕
刊
）。

（
23
）
な
お
、
平
田
は
、「
劇
場
」
が
制
作
す
る
作
品
の
範
囲
を
演
劇
、
ダ
ン
ス
、
音
楽
、
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
な
ど
と
想
定
し
て
い
る
。
http://w
w
w
.seinendan.

org/jpn/oriza/m
sg/「
新
年
度
に
あ
た
っ
て

文
化
政
策
を
め
ぐ
る
私
の
見
解
」、
前
掲
、
参
照
。

（
24
）
大
室
一
也
・
藤
谷
浩
二
「
文
化
政
策

目
指
す
方
向
は

拠
点
作
り
に
『
劇
場
法
』
縦
割
り
予
算
を
一
本
化
」、
前
掲
、
参
照
。

（
25
）
http://w
w
w
.seinendan.org/jpn/oriza/m
sg/、「
新
年
度
に
あ
た
っ
て

文
化
政
策
を
め
ぐ
る
私
の
見
解
」、
前
掲
、
参
照
。

（
26
）
同
右
。

（
27
）
平
田
が
演
劇
関
係
者
に
向
け
て
公
表
し
た
手
記
の
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
の
意
義
に
つ
い
て
の
説
明
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
平
田
は
今
後

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
よ
り
必
要
と
な
る
社
会
に
変
化
す
る
と
考
え
て
お
り
、そ
の
能
力
を
涵
養
す
る
方
法
と
し
て
演
劇
メ
ソ
ッ
ド
等
を
用
い
た「
表

現
」
に
関
す
る
教
科
を
学
校
教
育
に
導
入
す
る
こ
と
を
構
想
し
て
い
る
。
平
田
オ
リ
ザ
『
芸
術
立
国
論
』、
前
掲
、
一
〇
八
―
二
一
頁
参
照
。

（
28
）
http://w
w
w
.seinendan.org/jpn/oriza/m
sg/、「
新
年
度
に
あ
た
っ
て

文
化
政
策
を
め
ぐ
る
私
の
見
解
」、
前
掲
、
参
照
。

（
29
）
同
右
。

（
30
）
柾
木
博
行
「
劇
場
法
に
よ
る
創
作
環
境
の
変
化
」、
前
掲
、
一
四
〇
頁
。

（
31
）
大
室
一
也
・
藤
谷
浩
二
「
文
化
政
策

目
指
す
方
向
は

拠
点
作
り
に
『
劇
場
法
』
縦
割
り
予
算
を
一
本
化
」、
前
掲
、
参
照
。

（
32
）
「
平
田
オ
リ
ザ
vs
岡
田
利
規
連
続
対
談
vol.2
私
た
ち
は
な
に
を
成
し
遂
げ
、
ど
こ
に
向
か
っ
て
い
る
の
か
―
ジ
ャ
パ
ネ
ス
ク
か
ら
遠
く
離
れ
て
」（
東

京
芸
術
見
本
市
セ
ミ
ナ
ー
採
録
集
『
舞
台
芸
術
の
「
公
共
性
」
と
「
国
際
性
」
を
め
ぐ
っ
て
』、
二
〇
一
〇
年
三
月
二
日
）
一
四
頁
。

（
33
）
演
劇
関
係
者
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
北
海
道
で
は
、
財
団
法
人
北
海
道
文
化
財
団
が
、
二
〇
一
〇
年
七
月
五
日
に
平
田
オ
リ
ザ
を
招
き
、「
ア
ー
ト
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ゼ
ミ
」
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
財
団
法
人
北
海
道
演
劇
財
団
が
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
五
日
平
田
オ
リ
ザ
を
招
き
、
上
田
文
雄
札
幌
市

長
と
の
対
談
を
企
画
し
て
い
る
。
公
立
文
化
ホ
ー
ル
関
係
で
は
、
た
と
え
ば
大
阪
府
吹
田
市
の
財
団
法
人
吹
田
市
文
化
振
興
事
業
団
（「
吹
田
市
文
化
会
館
」

（
愛
称
：
メ
イ
シ
ア
タ
ー
）
の
指
定
管
理
者
）
が
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
二
三
日
平
田
オ
リ
ザ
を
招
き
「
公
共
劇
場
の
役
割
と
未
来
」
と
い
う
演
題
で
講
演
会
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を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

（
34
）
「
り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
新
潟
市
民
芸
術
文
化
会
館
」
の
舞
踊
部
門
芸
術
監
督
の
金
森
穣
は
、「
東
京
一
極
集
中
の
た
め
『
地
方
の
劇
場
で
は
、
東
京
の
舞
台
を
呼

ん
で
見
る
し
か
な
い
』
と
い
う
現
状
に
違
和
感
が
あ
り
ま
し
た
。
専
属
舞
踊
団
が
劇
場
に
あ
れ
ば
、
世
界
レ
ベ
ル
の
も
の
を
新
潟
の
市
民
に
提
供
で
き
る
、

と
信
じ
て
設
立
し
た
の
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ら
当
た
り
前
の
ス
タ
イ
ル
で
す
が
、
二
一
世
紀
の
日
本
の
舞
踊
集
団
の
在
り
方
を
提
示
し
た
つ
も
り
で
す
。

新
潟
の
ほ
か
、
外
国
で
の
公
演
も
重
ね
ま
し
た
。
昨
年
、
研
修
生
の
カ
ン
パ
ニ
ー
も
立
ち
上
げ
、
新
潟
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
や
学
校
で
の
公
演
な
ど
に
も
参
加

し
て
い
ま
す
」
と
新
聞
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
で
語
っ
て
い
る
。
高
橋
豊
「
劇
場
法
で
『
ソ
フ
ト
の
地
産
地
消
』
を
」、
前
掲
、
参
照
。

（
35
）
今
村
修
「
見
聞
考

劇
場
法
構
想

秋
に
も
本
格
化
か
―
劇
場
助
成

嵐
の
予
感
」、
前
掲
、
参
照
。

（
36
）
同
右
。

（
37
）
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
は
、「
兵
庫
県
立
尼
崎
青
少
年
創
造
劇
場
」
が
正
式
名
称
で
あ
り
、
す
で
に
平
田
の
言
う
「
創
る
劇
場
」
に
該
当
す
る
劇
場
で
あ
る
と

言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
自
主
公
演
事
業
や
演
劇
学
校
に
定
評
が
あ
り
、
プ
ロ
の
専
属
劇
団
「
県
立
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
」
を
擁
し
て
い
る
。

（
38
）
今
村
修
「
見
聞
考

劇
場
法
構
想

秋
に
も
本
格
化
か
―
劇
場
助
成

嵐
の
予
感
」、
前
掲
、
参
照
。

（
39
）
「
文
化
変
調
第
4
部
き
し
む
国
の
支
援
（
上
）
縮
む
予
算
公
共
性
に
活
路
」（『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
一
八
日
）、
参
照
。

（
40
）
同
右
。
こ
の
記
事
で
は
、「
地
方
分
権
の
流
れ
に
逆
行
す
る
、
と
指
摘
す
る
識
者
も
い
る
」
と
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
た
と
え
ば
、
片
山
泰
輔
は
、

「
文
化
政
策
提
言
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
C
P
ネ
ッ
ト
）
公
開
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
」
に
お
い
て
、「
劇
場
等
の
〔
地
方
の
（
引
用
者
補
足
）〕
文
化
施
設
に
国
が
直

接
補
助
金
を
出
す
と
い
う
政
策
は
、地
方
分
権
の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
り
ま
す
。
大
多
数
の
文
化
施
設
は
地
方
自
治
体
が
設
置
し
た
公
の
施
設
で
あ
る
た
め
、

国
が
そ
れ
を
直
接
支
援
す
る
こ
と
は
、
政
府
間
補
助
金
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
結
果
的
に
地
方
が
設
置
し
た
施
設
の
内
容
に
国
が
関
与
す
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
機
関
委
任
事
務
の
廃
止
を
は
じ
め
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
進
め
て
き
た
地
方
分
権
の
流
れ
に
逆
行
し
て
し
ま
い
ま
す
。」
と
主
張

し
て
い
る
。
片
山
は
、「
理
想
と
し
て
は
、
ま
ず
は
大
幅
な
税
源
移
譲
を
行
い
、
そ
の
中
で
、
地
方
自
治
体
自
ら
が
、
自
ら
の
意
思
決
定
の
も
と
で
、
増
額
す

る
は
ず
の
自
主
財
源
か
ら
創
造
活
動
へ
の
費
用
負
担
を
す
る
こ
と
で
す
。」
と
い
う
。
http://groups.yahoo.co.jp/group/cpnet-info/m
essage/2953

（
二
〇
一
〇
年
九
月
二
三
日
に
参
照
し
た
）
参
照
。

（
41
）
柾
木
博
行
「
劇
場
法
に
よ
る
創
作
環
境
の
変
化
」、
前
掲
、
一
三
九
頁
。

（
42
）
同
右
、
一
四
五
頁
。

（
43
）
同
右
、
一
四
〇
頁
。

（
44
）
「
巻
頭
対
談

ニ
ッ
ポ
ン
の
演
劇

佐
々
木
敦
（
批
評
家
）×
西
堂
行
人
」（
国
際
演
劇
評
論
家
協
会
日
本
セ
ン
タ
ー
『
第
三
次

シ
ア
タ
ー
ア
ー
ツ
』
四
三
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号
二
〇
一
〇
夏
、
晩
成
書
房
、
二
〇
一
〇
年
六
月
二
五
日
発
行
）、
二
一
―
二
三
頁
。

（
45
）
同
右
、
二
一
―
二
頁
。

（
46
）
同
右
、
二
二
頁
。

（
47
）
同
右
、
二
三
頁
。

（
48
）
柾
木
博
行
「
劇
場
法
に
よ
る
創
作
環
境
の
変
化
」、
前
掲
、
一
四
五
頁
。

（
49
）
文
化
審
議
会
文
化
政
策
部
会
『
審
議
経
過
報
告
』（
文
化
庁
、
二
〇
一
〇
年
）、
六
頁
参
照
。

（
50
）
同
右
。

（
51
）
同
右
。

（
52
）
具
体
的
に
は
、「
共
生
社
会
・
地
域
活
性
化
に
関
す
る
調
査
」
に
係
る
「
地
域
活
力
の
向
上
と
共
生
社
会
の
実
現
」
の
う
ち
、「
元
気
で
活
力
あ
る
地
域
の

構
築
（
文
化
・
伝
統
産
業
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
）」
の
調
査
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
参
考
人
と
し
て
招
致
さ
れ
た
の
は
、
平
田
オ
リ
ザ
の
ほ
か
、
同
志
社
大

学
経
済
学
部
教
授
河
島
伸
子
、
愛
媛
県
内
子
町
長
稲
本
隆
壽
、
株
式
会
社
黒
壁
代
表
取
締
役
常
務
伊
藤
光
男
の
各
氏
で
あ
っ
た
。
第
一
七
七
国
会
参
議
院
共

生
社
会
・
地
域
活
性
化
に
関
す
る
調
査
会
会
議
録
第
四
号
（
平
成
二
三
年
二
月
二
三
日
）
参
照
。
な
お
、
本
章
で
は
、
議
員
、
大
臣
等
の
肩
書
き
は
、
原
則

と
し
て
審
議
当
時
の
役
職
名
と
す
る
。

（
53
）
第
一
八
〇
国
会
参
議
院
文
教
科
学
委
員
会
会
議
録
第
五
号
（
平
成
二
四
年
六
月
一
四
日
）
参
照
。

（
54
）
同
右
。

（
55
）
同
右
。

（
56
）
第
一
八
〇
国
会
参
議
院
本
会
議
会
議
録
第
一
六
号
（
平
成
二
四
年
六
月
一
五
日
）
参
照
。

（
57
）
第
一
八
〇
国
会
衆
議
院
文
部
科
学
委
員
会
会
議
録
第
七
号
（
平
成
二
四
年
六
月
二
〇
日
）
参
照
。
以
下
の
、
委
員
会
質
疑
の
内
容
は
、
こ
の
議
事
録
に
よ

る
。

（
58
）
第
一
八
〇
国
会
衆
議
院
本
会
議
会
議
録
第
二
七
号
（
平
成
二
四
年
六
月
二
一
日
）
参
照
。

（
59
）
「
劇
場
法
」
の
詳
細
な
条
文
解
説
に
つ
い
て
は
、
根
木
昭
・
佐
藤
良
子
『
公
共
ホ
ー
ル
と
劇
場
・
音
楽
堂
法
』（
水
曜
社
、
二
〇
一
三
年
）
が
あ
る
。
本
稿

に
お
い
て
も
、
こ
れ
を
適
宜
参
照
す
る
が
、
主
に
中
央
・
地
方
関
係
に
関
す
る
本
法
の
記
述
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
重
点
を
お
く
こ
と
と
す
る
。

（
60
）
同
右
、
一
三
四
―
五
頁
。

（
61
）
同
右
、
一
三
五
頁
。
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（
62
）
同
右
。

（
63
）
こ
の
概
念
の
詳
細
な
解
説
に
つ
い
て
は
、
同
右
、
一
四
〇
―
一
四
二
頁
を
参
照
。

（
64
）
同
右
、
一
三
四
―
一
四
〇
頁
。

（
65
）
詳
細
な
解
説
は
、
同
右
、
一
四
三
―
一
五
四
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
66
）
詳
細
な
解
説
は
、
同
右
、
一
五
六
―
一
六
〇
頁
、
参
照
。

（
67
）
詳
細
な
解
説
は
、
同
右
、
一
六
一
―
一
六
四
頁
、
参
照
。

（
68
）
本
条
の
詳
細
な
解
説
は
、
同
右
、
一
六
四
―
五
頁
、
参
照
。

（
69
）
本
条
の
詳
細
な
解
説
は
、
同
右
、
一
六
八
―
一
七
二
頁
、
参
照
。

（
70
）
本
条
に
関
す
る
詳
細
な
解
説
は
、
同
右
、
一
七
三
―
五
頁
、
参
照
。

（
71
）
本
条
の
詳
細
な
解
説
は
、
同
右
、
一
七
五
―
八
頁
、
参
照
。

（
72
）
本
条
の
詳
細
な
解
説
は
、
同
右
、
一
七
八
―
一
八
四
頁
、
参
照
。

（
73
）
本
条
の
詳
細
な
解
説
は
、
同
右
、
一
八
四
―
六
頁
、
参
照
。

（
74
）
本
条
の
詳
細
な
解
説
は
、
同
右
、
一
八
六
―
八
頁
、
参
照
。

（
75
）
本
条
の
詳
細
な
解
説
は
、
同
右
、
一
八
九
―
一
九
一
頁
、
参
照
。

（
76
）
石
川
県
議
会
総
務
企
画
委
員
会
会
議
記
録
（
平
成
二
七
年
一
月
一
六
日
）、
参
照
。

（
77
）
も
ち
ろ
ん
、
意
図
的
に
言
及
し
な
か
っ
た
の
か
、
単
に
「
劇
場
法
」
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
だ
け
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
県
の
文
化
振
興

担
当
部
局
が
、
文
部
科
学
大
臣
か
ら
「
指
針
」
ま
で
発
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
に
く
い
。

（
78
）
「
劇
場
法
」
は
二
〇
一
二
年
六
月
の
制
定
で
あ
る
の
で
、
二
〇
一
二
年
三
月
に
策
定
し
た
千
葉
県
は
、「
劇
場
法
」
制
定
前
に
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
に
策

定
し
た
京
都
府
は
、「
劇
場
法
」
制
定
後
に
、
策
定
し
た
も
の
と
し
て
集
計
し
た
。

（
79
）
策
定
あ
る
い
は
改
訂
に
あ
た
っ
て
、「
劇
場
法
」の
制
定
を
理
由
に
明
示
的
に
掲
げ
て
い
な
く
て
も
影
響
を
受
け
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。

府
県
指
針
・
計
画
等
の
内
容
を
精
査
し
、「
劇
場
法
」
第
三
条
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
か
否
か
を
検
討
す
る
方
法
も
試
み
た
が
、
少
な
く

と
も
改
訂
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
仮
に
「
劇
場
法
」
第
三
条
に
掲
げ
る
事
業
が
記
載
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
改
訂
以
前
の
指
針
・
計
画
等
に
も
同
様

の
事
業
が
記
載
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
改
訂
以
前
の
指
針
・
計
画
等
を
入
手
す
る
こ
と
が
困
難
で
、
比
較
作
業
を
中
断
し
た
。
本
稿
で
は
、

「
劇
場
法
」
制
定
を
意
識
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
指
針
・
計
画
等
の
中
に
「
劇
場
法
」
に
つ
い
て
言
及
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
と
の
想
定
で
調
査
を
行
っ
た
。
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（
80
）
佐
世
保
市
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
ア
ル
カ
ス
SA
SEBO
」
は
、
ホ
ー
ル
部
分
は
長
崎
県
が
設
置
し
、
周
辺
施
設
で
あ
る
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

佐
世
保
市
が
建
設
し
て
い
る
が
、
ホ
ー
ル
と
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
一
体
的
に
佐
世
保
市
が
管
理
し
て
い
る
。
ホ
ー
ル
は
、
文
化
庁
の
「
劇
場
・
音
楽
堂
等

活
性
化
事
業
」
の
選
定
を
受
け
て
い
る
。
ホ
ー
ル
の
建
設
は
長
崎
県
が
行
っ
て
い
る
が
、
実
質
的
管
理
は
佐
世
保
市
が
行
っ
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
、
長

崎
県
及
び
佐
世
保
市
の
施
設
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
た
。

（
81
）
京
都
市
文
化
芸
術
都
市
創
生
計
画
（
二
〇
一
二
年
三
月
改
訂
）
は
、
計
画
中
に
「
劇
場
法
」（
仮
称
）
の
議
論
が
進
ん
で
い
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
（
同

計
画
九
頁
）
も
の
の
、
こ
の
時
点
で
は
「
劇
場
法
」
は
国
会
に
上
程
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、「
劇
場
法
」
制
定
以
後
の
改
訂
数
に
は
数
え
て
い
な
い
。

（
82
）
策
定
あ
る
い
は
改
訂
に
あ
た
っ
て
、「
劇
場
法
」
の
制
定
を
理
由
に
明
示
的
に
掲
げ
て
い
な
く
て
も
影
響
を
受
け
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る

こ
と
は
、
府
県
指
針
・
計
画
等
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
が
、
市
区
指
針
・
計
画
等
の
場
合
も
、「
劇
場
法
」
制
定
を
意
識
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
指
針
・
計

画
等
の
中
に
「
劇
場
法
」
に
つ
い
て
言
及
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
と
の
想
定
で
調
査
を
行
っ
た
。

（
83
）
第
一
八
〇
国
会
衆
議
院
文
部
科
学
委
員
会
会
議
録
第
七
号
（
平
成
二
四
年
六
月
二
〇
日
）、
前
掲
参
照
。

（
84
）
酒
井
智
美
「『
劇
場
法
』
か
ら
み
る
中
央
・
地
方
関
係
」（『
北
海
道
自
治
研
究
』
No.
五
五
〇
、
二
〇
一
四
年
）、
一
六
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。
本
稿
で

は
、
事
例
の
対
象
を
全
国
に
拡
大
し
て
論
ず
る
。

（
85
）
小
林
真
理
「
自
治
体
文
化
行
政
と
行
政
改
革

理
念
と
現
実
の
乖
離
」（
小
林
真
理
編
『
行
政
改
革
と
文
化
創
造
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ

新
し
い
共
創
の
模

索
』
美
学
出
版
、
二
〇
一
三
年
）、
二
八
頁
及
び
四
二
頁
。
ま
た
、
詳
し
く
は
、
中
村
順
「
日
本
文
化
行
政
研
究
会
」（
日
本
文
化
行
政
研
究
会
・
こ
れ
か
ら

の
文
化
政
策
を
考
え
る
会
『
文
化
行
政

は
じ
ま
り
・
い
ま
・
み
ら
い
』、
水
曜
社
、
二
〇
〇
一
年
）、
一
七
八
頁
を
参
照
。

（
86
）
筆
者
は
、「
劇
場
法
」
が
実
施
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
よ
っ
て
十
分
地
方
自
治
体
に
浸
透
し
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
の
自
治
体
の
事
例
の
み
で
は
あ

る
が
、
そ
の
予
想
を
し
た
。
酒
井
智
美
、
前
掲
。

（
87
）
谷
口
将
紀
・
安
井
宏
樹
「
政
党
と
政
策
革
新
―
政
権
交
代
の
可
能
性
と
限
界
」（
城
山
英
明
・
大
串
和
雄
編
『
政
治
空
間
の
変
容
と
政
策
革
新
1

政
策

革
新
の
理
論
』、
東
大
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
）、
一
八
七
―
二
〇
一
頁
。

（
88
）
「
政
策
の
窓
」
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
、
宮
川
公
男
『
政
策
科
学
入
門
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
九
五
年
）、
一
八
〇
―
一
八
七
頁
を
参
照
。

（
89
）
米
谷
尚
子
『
演
劇
は
仕
事
に
な
る
の
か
？

演
劇
の
経
済
的
側
面
と
そ
の
未
来
』（
彩
流
社
、
二
〇
一
一
年
）、
一
三
六
―
八
頁
、
参
照
。

（
90
）
米
谷
尚
子
は
、
日
本
の
芸
事
は
、
庶
民
が
嗜
む
芸
と
し
て
浸
透
し
て
き
た
歴
史
が
あ
る
と
す
る
。「
一
般
の
人
が
芸
事
を
嗜
み
、
ア
マ
チ
ュ
ア
活
動
が
盛
ん

な
日
本
で
は
、
そ
う
い
う
人
た
ち
の
発
表
の
場
と
し
て
公
立
文
化
施
設
が
使
わ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
ご
く
自
然
な
こ
と
で
す
。」（
米
谷
尚
子
『
演
劇
は
仕
事

に
な
る
の
か
？

演
劇
の
経
済
的
側
面
と
そ
の
未
来
』、前
掲
、一
三
七
頁
）と
い
う
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
例
に
取
る
と
、現
代
の
日
本
は
、ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
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ケ
ス
ト
ラ
が
数
多
く
活
動
し
て
い
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
大
国
と
言
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、田
中
左
千
夫「
日
曜
の
朝
に
『
隠
れ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
大
国
』」（『
読

売
新
聞
』、
二
〇
一
五
年
四
月
一
二
日
）
で
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
、
ア
マ
チ
ュ
ア
を
含
め
て
一
〇
〇
〇
以
上
あ
る
と
の
見
方
を
紹
介

し
て
い
る
。
ま
た
、
大
木
裕
子
『
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
経
営
学
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
〇
八
年
、
一
五
頁
）
は
、
一
八
〇
〇
ほ
ど
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
（
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
は
約
二
三
〇
）
が
あ
る
ア
メ
リ
カ
と
比
較
し
、「
日
本
に
は
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
約
七
〇
〇
（
三
〇
〇
以
上
の
学
生
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
を
含
む
）
あ
り
、
国
土
は
ア
メ
リ
カ
の
二
五
分
の
一
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
日
本
は
案
外
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
盛
ん
な
国
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。」
と

述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
し
て
も
、「
プ
ロ
」
で
は
な
く
、
ア
マ
チ
ュ
ア
が
芸
を
披
露
し
、
そ
れ
を
鑑
賞
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
然
に
発
想
さ
れ

る
公
立
文
化
ホ
ー
ル
の
使
い
方
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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Controllability of the central government on the arts policy of
the local governments in Japan

―How Much Impact of the“Theater Act”has had on Local
Governments’ Policy for the Publicly-Owned Theaters?

Tomomi SAKAI

The purpose of this paper is to clarify the actual situations between
central government and local governments’ relations in Japan. For that
purpose, the policy relevant to publicly-owned theaters in Japan is
examined. First of all, the enactment process of the“Theater Act”is
illustrated. On that basis, how the cultural policy of local governments in
Japan was affected by the implementation process of the“Theater Act”
is examined. As a result, it was revealed that the impact of the“Theater
Act”imposed to the cultural policy of local governments in Japan might
be restricted. Three hypotheses are used to explain the reason this
situation is to be.

For finding the impacts of the“Theater Act”implementation
process to the local governments’ cultural and arts policies, the state of
amendments of ordinances, guidelines, and plans, which are related to
cultural and arts promotion of 47 prefectures and 63 municipalities were
investigated. As a result, there have been a few local governments which
have enacted a new ordinance or have revised ordinances. However,
ordinances which reflected the philosophy of the“Theater Act”were
not found. In regard to the guidelines and plans, there have been few local
governments that have been affected by the philosophy and methods
which defined in the“Theater Act”.

To explain the reason why the implementation of the“Theater Act”
has had the least effect on the local governments’ policies, there are
presented three hypotheses, i. e., decentralization reform hypothesis,
implementation gap hypothesis, regime change hypothesis. There could
not be clarified which hypotheses can have the most strong explanation
power. However, it has argued that the weakness of the impact of the
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“Theater Act”on local governments’ policies has been attributed to the
synergistic effect of these hypotheses.

In addition to this, advocates of the“Theater Act”tend to take
western theaters as a model, where stages of theaters are limited to
professional use. Ordinary citizens are no more than viewer there.
However, in Japan, traditionally, stages of theaters have been open to the
use of amateur performers. It is suggested that local government officials
might not be active to accept the idea of the“Theater Act”. Because,
they could not only be aware of the implicit knowledge of the differences
between the western style and the Japanese style, but they know that
the citizens might rather refuse to support the idea of“Theater Act”
philosophy and methods.
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